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Ⅰ.巻 頭 看

第14番目の巻頭言である.本年12月 (1968)に開かれた評議会で私の退任

が承認されたから,私の書く巻頭言は本号 (19号)で終りである.第 1回は年

報第6号に書いたもので,当時この研究所は6部門 (形質,細胞,生理,化学,

応用,変異)であった.それが現在は9部門となり, 明年度には分子遺伝部が

約束されているので創立当初の目的であった10部門に到達することになる.

本館の建築も一応終了したから,今後は各部門の充実に力を尽さねばなるま

い.研究室の増加等まだ沢山の難関がある.

本年は第12回国際遺伝学会のために費された,全国の遺伝学者の応援を得た

とはいえ, 当研究所の所員の働きは大変なものであった.私も会長として無事

大任をほたした.会議の運営その他については外国の遺伝学者から賛辞を頂い

たことは誠に喜ばしい.

5月には集団遺伝の木村資生部長が 日本学士院賞を受けた.現職でこの賞を

うけた最初である.11月には客員として当研究所の研究のかたわら,所員の英

文原稿の閲読に尽したDr.FloraLilienfeldが勲四等瑞宝章を授与された.読

に慶賀にたえない.

実は年報第15号の巻頭言を以て最後とする計画だったので,自画自賛ではあ

ったが,私の参画した研究業績を14まで挙げた｡併し退任が3年延びたので,

私 (及び共同研究者)の業績の内3つを追加する.

1. 花粉粒の核の行動 1966

禾本科植物の中コムギ, イネ, トウモロコシの発芽花粉を使って核の行動を

詳細をこ見た丁-まず2個の精子核が花粉管に出て,それから後に1個の栄養核が

花粉管に進むのである.米国の遺伝学教科書では受精現象の説明に トウモロコ

シの花粉の発芽を例に使っている.それによると栄養核がまず花粉管に入り,

ついで精子核が後を追うことになっている.それを訂正したのである. 3つの

植物の精子核がそれぞれ異なった形をしている事を見出したのは新しい知見で

あろう.

コムギほ一端がノミのような樫形で,イネは楕円形,トウモロコシは銃剣 (メ

ヨネット)のような形である.堀雅明君との共著である.

2. 染色体転座を応用した交叉と染色体の分離現象の研究 1967

私達は西瓜では開花直後に花粉四分子が密着して,個々の花粉粒に独立して

いない事を発見した.花粉四分子には四分子とも健全なものから,その中1個
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不稔, 2個,3個,4個 (全部)不稔のものまであって5つの階級にわけられる.

その5種類の頻度によって,転座-テロにおこる交叉及び動原体の行動を推知

した.木原生物学研究所下問実君との共著である.

3, 1核遺伝子･1細胞質国子説の提唱 1968

1遺伝子 ･1酵素説のように,恐らく1つの geneと1つの plastogeneが

対応して,細胞内の生理的調和が保たれ,進化にも大いに関与しているであろ

うと推察している.この説は核置換法によっても打立てられたものである.

書き残したい一つの苦言は所員の研究発表についてである.

論文は日本文で書く場合には特にその文章を推赦してほしい.英文の時は同

種の論文を多数よんで表現法を習得した上で書いてほしい.用語に誤りがない

か,何度も調べてみること. 自分の発見や意見は文章でのみ現在及び未来の人

々に伝えられる.であるから論文は学者の生命である.

今述べたことと関係はないがメンデルの座右の銘を近着のFoliaMendeliana

2(1967)から転載したい.

Wernichteinsam seinkann,istauchnichtversahntmitsich.

(Whocannotbelonesomeisnotatpeacewithhimself)

ネ 危 鳴
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研 究 課 題

llⅠ.研 究 課 題

課 題
貞研 究 室 l担 当 者

1. 種の分化に関する研究

コムギの起原と分化

コムギ族の系統的分化の遺伝学的研究

栽培イネの系統発生的分化

ネズミの種の分化と染色体

2. 有用動植物の遺伝学的研究

力イコの自然突然変異に関する研究

ネズミ旗の異常形質の遺伝学的研究

細胞質雄性不稔の遺伝学的研究

日本中型犬ならびにその近縁種に関する遺伝学的研
究

3. 動植物の細胞遺伝学的研究

ショウジョウバェの自然集団における染色体逆位の
研究

コムギ及び近縁種の細胞遺伝学的研究

トウモロコシの細胞遺伝学的研究
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染色体の変化と癌性増殖の関係
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植物癌の細胞遺伝学的研究

癌の発現機構に関する発生遺伝学的研究
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5. 動植物の生理遺伝学的研究

環境制御下のショウジョウバェの生理遺伝学的研究

組織培養による動物細胞の発生遺伝学的研究

培養昆虫細胞に対する生理活性物質の作用に関する
研究

アサガオの茎伸長機港の研究

6. 遺伝物質および遺伝形質の生化学的研究

高等生物における形質転換の研究

プテリジン代謝に関する遺伝生化学的研究

臓器組織特異性たん白質の発生遺伝学的研究

家蚕の色素額粒に関する遺伝生化学的研究

植物アイソザイムの遺伝学的研究

高等生物の細胞分化における遺伝子作用の解析

ネズミ類における血清たん白質の多型現象

セルローズアセテー ト電気泳動法に関する基礎的
研究

形態形成突然変異の異常蛋白質

イネのアイソザイムの遺伝学的研究

7. 放射線遺伝学に関する研究

生理第 1

形質第2

形質第2

細胞第2
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DNA レベルにおける変異的損傷の解析

生体内にとりこまれた放射性同位元素の崩壊の遺伝
的影響

植物の培養細胞における突然変異生成の機構の研究

禾穀塀の放射線突然変異における線量率とRBE

ガンマー線の連続弱照射による放射線障害の研究

Arabidopsisによる人為突然変異の研究

マウスの骨異常による突然変異率の推定

マウスにおける中性子の RBEの研究

紫外線による致死及び突然変異生成機構の研究
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研 究 課 題

カイコを材料とした突然変異生成機構の研究

力イコにおける放射線感受性の遺伝分析

高等動物細胞における放射線損傷の回復に関する研
究

高等動物細胞の組織再合成法による放射線損傷に関
する研究

8. 集団遺伝学の理論的および実験的研究

集団遺伝学の理論的研究

人類集団の統計遺伝学的研究

電子計算機の利用による集団遺伝学的研究

ショウジョウバェ集団における連鎖不平衡の効果の
研究

キイロショウジョウバェの自然集団における有害遺
伝子保有機構の研究

キイロショウジョウバエの不妊遺伝子の集団遺伝学
的研究

動植物の競争に関する研究

栽培および野生イネの集団遺伝学的研究

9. 育種の基礎に関する研究

雑種コムギの育種に関する基礎研究

育種理論の研究

電算機による育種法の効率に関するモソテ･カルp
実験

ニワトリとその近縁鳥類にける遺伝学的研究

ウズラの系統育成に関する研究

野生ウズラの遺伝学的分析

タバコの発育遺伝学的研究

スギにおける競争の研究

林木におけるパーオキシダーゼアイソザイムの研究
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ヒバ天然林の家系分析とそれによる遺伝学的研究

イネの成長様式の遺伝的変異と収量との関係

カイコの地域種間交雑による雑種強勢の分析

10. 人類遺伝に関する研究

人口傾向の遺伝的影響

皮膚紋理の発生遺伝学

免疫グロブリンの分子構造

血液の多型形質の研究

先天性異常者の細胞遺伝学的研究

染色体突然変異の疫学的研究

応用第3
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性染色質と白血球の ドラムスティック :人類第2

ヒト血清たん白質の遺伝生化学的研究

ll. 微生物の遺伝学的研究

遺伝子微細構造の研究

細菌べん毛の遺伝学的研究

細菌の運動性の遺伝学的研究

遺伝子作用調節機構の研究

普遍導入の機構に関する研究

ファ-ジ宿主域の遺伝学的研究

大腸菌の変異性に関する研究

12. 米国国立衛生研究所の研究補助金による研究

染色体の変化と癌細胞の増殖

13. 材料の系統保存

イネとその近縁種

ムギ燥とその近縁種

アサガオ.サクラ.その他
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研 究 課 題

ショウジョウバエ輯

カイコ
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lV.研 究 の 概 況

A.形 質 遺 伝 部

この部ではわが国の特色ある研究材料であるカイコを主体とした遺伝学的研究ならびに

培養細胞を材料とした形質分化の研究を進めている.

第 1研究室ではカイコを材料にして放射線および化学物質による突然変異生成の機構を

解明するための研究を行なっているが,特に本年度は科学研究費による総合研究 ｢放射線

損傷の回復に関する研究｣が第3年目に入ったので,その推進に力をそそいだ.

部長田島は第 12回国際遺伝学会議の総務幹事としてこの1年間開催準備,実施,後始

末などにきわめて多†亡な日を送ったが,この間5月 20-23日には京都国際会議場で開催

された日米科学協力プログラムによるシンポジウム `̀ComparativeCellularandSpecies

Radiosensitivity" に出席して,線量率効果に関する総合研究班の成果をとりまとめて報

告し,また8月20-28日東京で開催された第 12回国際遺伝学会議,8月30-31日京都

で開徹された `̀InternationalSymposiumonGeneticEffectsofRadiationandRadio-

mimeticChemicals"にも出席してそれぞれ研究報告を行なった.村上昭雄研究員は第12

回国際遺伝学会議で研究報告を行なった後10月1日から米国Ohio州立 BowlingGreen

大学に留学,I.I.Oster教授のもとで1年間研究を行なうこととなった.

第2研究室では黒田室長,湊研究員が協力して ｢組織培養による細胞分化の研究｣を進

めた.黒田室長は第 12回国際遺伝学会議のシンポジウムで研究発表を行な ったほか,

CongressNewsの編集者として会議の運営に多大の貢献をした.

その他今年度からカイコの系統保存のための予算が認められ,180余に達する突然変異

系統の保存が実施できるようになったことはここに特記して置く必要があろう.

第1研究室 (田島)

カイコの卵色突然変異を利用し,個体発生のきわめて早い時期に簡単に突然変異体を検

出する方法を用いて,もっぱら突然変異生成機構の解明にあたっている.本年度は特にモ

ザイク突然変異出現率の変動を手がかりとしてDNA二重鎖の一方だけに起こる突然変異

の問題を追求した.

1) 放射線損傷の回復に関する研究 (田島･鬼丸): 放射線感受性を異にするカイコの

諸系統を用い,放射線により生ずる前突然変異損傷の回復について研究した.rb系統の

精子細胞を N2ガス中で照射すると,02ガス中照射の場合にくらべてモザイク突焦変異

がいちじるしく減り,その分だけ全体突然変異の割合が増加することを前年度の報告で述

べたが,その後の研究により ｢N2中照射では 02 中照射に比較して突然変異の出現率を

減少させるが,その減少割合は全体突然変異におけるよりも,モザイク突然変異において

著しい｣と記述する方が妥当であることが判明した.またこの現象は rb系統に限らず,



研 究 の 概 況 11

他の系統についても認められることを知った.このような現象はモザイクおよび全体突然

変異の出現原因をDNA二重鎖の一方だけ,または両方に突然変異が起こることによると

の考え方に立てば,一方だけに起った突然変異損傷は両方に起こった場合にくらべて回復

し易いことを示唆しているものと解することができよう.(第12回国際遺伝学会議で発表).

2) カイコの精子におけるモザイク突然変異の生成機構 (田島 ･鬼丸): 前述のモザイ

ク出現に関するDNA二重鎖仮設は減数分裂完了後の生殖細胞に放射線照射を行なった場

合に生ずるモザイク突然変異に最もよくあてはまる.カイコの成熟精子にγ線を照射して,

線量-モザイク出現率の関係を調べて見ると,ショウジョウバェで得られる結果と大変異

なっている.ショウジョウ/;ェでは1kR で曲線が飽和してプラトー化してしまうが,カ

イコでは 15kR まで指数関数的に増加する.前者は DNA 二重鎖仮設の期待によく一致

するが後者の場合はこの仮設だけでは説明できない.誘発されたモザイク卵の表現型別出

現割合などから染色体の切断逸矢に原因するモザイクもかなりの割合で含まれていること

が推定された (MutationResearch8巻 に印刷中).

3) 化学物質による突然変異の研究 (田島･鬼丸): DNA 二重鎖仮設によって最もよ

く理解できるモザイクは完成精子に EMS,マイトマイシンなどの強力な突然変異誘発剤

を作用させた場合に生ずる突然変異である.これらの薬剤を減数分裂完了後の完成精子,

精子細胞に作用させた場合については前年度報告したが,本年度は減数分裂以前の精原細

胞および精母細胞について実験を行なった.処理を行なったのは 1令 (添食),2令 (蘇

食)および3令 (注射)で羽化後 pere雌に交配して Flにおける突然変異の出現率を調

べた.

モザイクの出現率は 1,2令期では無視できる程小さいが,3令になると明らかに増加

する.これに対し全体突然変異は1令期には明らかにクラスター的出現を示 した.これら

の結果はアルキル化剤による突然変異作用に関しては分裂前の細胞においてもDNA二重

鎖仮設が適用できることを示すものと見てよいようである.

4) 突然変異誘発におよぼす越年ホルモンの効果 (田島 ･深瀬): 前年度に引き続き次

のような研究を進めた.C108数俄区を折半し,一方は低温 (20oC)暗催青,他方は高温

(25oC)明催青とし,その後も化性変化のための環境条件処理を継続した.その結果予期通

り,不越年卵のみを産む蛾 (低温催青区と略称)および越年卵のみを産む蛾 (高温催青区

と暗称)を作出できた.低温催青区の蚕の5令起蚕および化嫡直後の時期にこの雄に高温

催青区のカイコから摘出した SG または低温催青区のカイコから摘出した SG (いずれも

4個)を移植し,ホルモン的に越年卵産下蛾および不越年卵産下蛾を作り, これに Ⅹ線

5,000Rを照射して越年ホルモンの存否がどのように突然変異率に影響するかを比較しよ

うとした.しかし高温催青区 SG移植による化性変化効果が充分でなく所期の目的を達成

するに至らなかった.しかし上記のとおり催育温度による化性変化は10070達成できたの

でこれについて照射実鮫を行なった結果,越年ホルモンの存在は放射線誘発突然変異率を

低下させるという前年度の推定を確認することができた.

5) カイコの放射線感受性を異にする系統の比較分析 (村上): 昭和 41,42年度にお
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いて肱子に対する致死効果を指標として,カイコの各種系統間における放射線感受性の選

抜実験を行ない,Ⅹ線感受性の高い系統と,低い系統それぞれ数系統ずつを選出した.し

かし荘子致死作用に関する感受性と突然変異に関する感受性との間には特別な平行関係を

認めることができなかった.

今年度は荘子期致死に関する感受性と,性細胞 (精母細胞および卵母細胞)に対する致

死効果との関連性を調査したが,これまた両生物効果の問に特別な平行関係を認めること

ができなかった.材料は腫子致子作用に関し低感受性である青熱および漢川,高感受性で

ある金色,中感受性である新江で,5令1日目および3日目に 300-6,000Rを照射した.

性細胞致死作用に関しては青熱が最も抵抗性が強く,ついで金色,漢川,新江の順であっ

た.

6) 放射線感受性の系統差とRBE(村上): 上記の放射線感受性を異にする系統を用

いて,貯化直後の精原細胞および卵原細胞にⅩ線および 14MeV 中性子線を照射して,

放射線感受性の相違によりRBEがどのように変動するかを調べた.高感受性系統でほ中

性子線による誘発突然変異率がⅩ線のそれより低い値を示したが,低感受性系統では前者

の方が高い値を示した.これはおそらく生殖細胞選択現象がはたらくためと考えられる.

第2研究室 (黒田)

当研究室では,体外培養による昆虫細胞の形質分化の研究のほか,高等脊椎動物の培養

細胞を用いて,癌化にともなう特異形質発現や放射線障害回復の機溝などについて,概略

つぎのような研究を行なった.

1) 体外培養による昆虫組織の分化に関する研究 (黒田): 鱗麺類,双趨類その他,完

全変態を行なう昆虫においてほ,幼虫期から桶期にかけて,それまでの幼虫組織の融解が

起こるとともに,各種成虫原基の組織分化や器官形成が開始される.このような形態的に

も機能的にもきわだって著しい成虫原基組織の成長と分化を対象として,体外培養条件下

での研究を行なっている.

無菌的に飼育したキイロショウジョウバェの3令成熟幼虫より眼触角原基を取出し,こ

れを合成培養液中で培養し,エクジソン分泌器官である脳神経節複合体 (大脳,腹部神経

節,環状腺)を同一培養液に加えると,それまで均一に分布していた中限形成細胞が,敬

個ずつ組になって多数の細胞群を形成して複眼が構築される.

培養液に lFLg/mlのアクチノマイシンS之や 10FLg/mlのピュロマイシ./を加えても,

この複眼分化の過程は阻害されない ことか ら,中限形成細胞の複眼構築には,新 たな

mRNA やタンパク合成は伴わないと考えられる.2,000RのⅩ線照射により,この過程

の進行は阻止される.

限触角原基組織を トリプシン処理により単一細胞に遊離したものを旋回培養して組織再

合成を行なわせると,原基組織中にあった中限形成細胞は,他の細胞に対して選択的な識

別現象を示す.したがって,中限形成細胞の複眼構築過程には,ニワトリ肱細胞(KuRODA,

1968;LILIEN,1968)や海綿細胞 (MoscoNA,1963,1968)にみられるような細胞結合物

質が関与していることが推察され,この物質の活性化に-PLジノンが作用 しているものと
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考えられる.

2) 培養昆虫細胞に対する各種ホルモン物質の作用 (黒田･湊): キイロショウジョウ

バエの培養細胞の増殖や分化に対する各種ホルモン物質の作用をしらべた.合成培養液で

体外培養 した成虫原基細胞の分化に対 してほ,植物由来の各種エクジソソ活性物質が有効

であり,とくにエクジステロン,ポナステロソC,イノコステロンなどは1.0-0.1mg/ml

の濃度で合成培養液に加えると,眼触角原基の複眼分化が誘導され,また,ルブロステロ

ンは 10-8mg/mlのような低濃度でも有効であることが分った.

このほか眼触角原基に対して,ラーペン型成長ホルモン,コレステロール,フイト-ル,

グリセリンなどの各種濃度の効果をしらべたが,いずれも,細胞の増殖や分化に対するめ

だった効果は認められなかった.また,ショウジョウ/ミェ幼虫の体液中に比較的多量に含

まれているフォスフオエタノールアミンのほか,フォスフオセリン,タウリンなどの各種

濃度についても,培養細胞に対する効果がしらべられたが,いずれも陰性であった.

胞旺層形成期の遊離性細胞についても,体外培養条件下で各種ホルモソ物質の効果をし

らべたが,成虫原基細胞の分化に対 して有効であったエクジソン活性物質は,性細胞の増

殖に対 してはその効果が認められず,幼若ホルモン活性物質として知られているドデシ-

ル ･メチ-ル･エーテルは 0.1-0.01mg/m～で,著しく細胞分裂促進作用があった.体

外培養条件下での昆虫細胞の分化,増殖の人為的制御についてさらに研究を進めている.

3) 昆虫細胞の分裂周期と脱皮サイクル (蘇): エリ蚕を用いて,当所赴任前より続け

られている脱皮ホルモンによる幼虫脱皮の誘導機構の研究を進め,脱皮に伴なう細胞動態

の解析を行なった.

脱皮サイクルと諸組織の増殖時期との関係をしらべたところ,表皮細胞のみが脱皮前の

きわめて短時間に同調的に増殖したが,とくにその際,4令幼虫で,細胞分裂がDNA合

成の後ではなく前に起こるという奇妙な現象を見出した.そこで,これについてさらに検

討を加えたところ,3令期でも同様の現象が見られた.この事実は,エリ蚕幼虫の表皮細

胞では,DNA 合成の後すくやには細胞分裂を行なわずに4倍性のまま脱皮期を経過し,つ

ぎの令でのDNA合成の直前に細胞分裂を行なう可能性を示唆する.

これを確めるために,3令のDNA合成期にH3-チミジンでパルスラベルしたところ,

4令の分裂像中にラベルが見られたが,4令期を通じてラベルしても,同期の分裂像中に

はほとんどラベルが見られなかった.このことからも,表皮細胞では,DNA 合成後すく小

には分裂せず,かなり長期 (約 48時間)の前分裂期-G2-を経てつぎの令で分裂すると

いう特異な増殖サイクルを持つらしいことが分った.

4) 細胞の癌化にともなう組織再合成活性の変化 (黒田): 正常細胞の癌化の過程で,

遺伝子によって支配される細胞機能の指標として,組織再合成活性がどのように変化する

かをしらべるため,岡山大学癌源研究施設の佐藤二郎教授の協力を得て,DAB(4･ジメチ

-ル ･アミノアゾベンゼン)投与のラット肝臓の培養細胞を用いて,細胞の癌化 (造瞳蕩

性)と染色体数の変異,組織再合成活性の変化の関係をしらべた.

DABを191日間投与の細胞株 dRLa-74は,低い程度の造瞳癌性を示すが,染色体数
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は2倍性のはか3倍性附近にもモードを持ち,対照の2倍性染色体数をもつ正常ラット肝

臓細胞株 C251に比較して,強い組織再合成活性を示した.たま,312日間DABを投与

して強い造瞳癌性を示す C84AT細胞は,264日間 DAB投与の中程度の造腫癌性を示

す C83T細胞よりも,強い組織再合成活性を示した.そのほか,しらべられたいくつか

のラット肝臓由来細胞で,いずれも造瞳癌性と組織再合成活性とは強い相関関係を示し,

これまでにしらべたニワトリ肉腫細胞,マウス乳癌細胞,プラズマ細胞腫痴などで得た傾

向とよく一致した結果が得られた.

5) 動物細胞の組織再合成からみた放射線損傷の回復に関する研究 (黒田): ニワトリ,

ウズラの種々の発生時期の隆から得た肝臓,心臓の遊離細胞では,400-600Rまでの Ⅹ

腺照射によって,組織再合成に関与する物質の活性化が,またそれ以上の照射線量によっ

ては,これらの物質の新成阻害を示唆する結果が得られたが,さらにHeLa細胞を用いて,

これに対するⅩ線の影響を,その組織再合成活性と,ウズラ旺肝臓遊離細胞に対する細胞

選別活性とを指標としてしらべた.

HeLa細胞に 2,00ORまでの種々の線量の Ⅹ線を照射し,一定条件下で旋回培養を行

ない形成される再合成組織を比較すると,その形や大きさにはめだった変化は認められな

いが,再合成活性を失なって遊離状態のままでとどまる細胞の数が,Ⅹ線の線量ととも
に比例的に増大することが分･った. また,2,000Rまでの種々の線量のⅩ線を照射した

HeLa細胞と,ウズラ旺肝臓遊離細胞とを混合して旋回培養し,形成された再合成組織を

しらべると,HeLa細胞のウズラ肝臓細胞に対する細胞選別活性が,Ⅹ線の照射線量の増

大とともに,しだいに失われて行くことが分った.このような細胞の組織再合成活性や細

胞選別活性の変化は,Ⅹ線照射後わずか 24時間後に検出できる可視的定量的な細胞機能

であるので,これを指標として,Ⅹ線損傷の回復現象やその機構解明のための研究をさら

に進めている.

B. 細 胞 遺 伝 部

細胞遺伝部は染色体の構造と機能を遺伝学の立場から研究することを主体とし,第 1研

究室では主に染色体の形態及び構造などの研究に重点が置かれ,吉田部長(室長兼任),今

井研究員,関谷特別研究生及び土星技官らが研究に当り,第2研究室は主に染色体の機能

及び遺伝子発現機構などの研究に重点が置かれ,森脇室長,米田研究員,坂田特別研究生

らが研究に当った.

陸揚の細胞遺伝学的研究は,主に文部省科学研究費癌特別研究費 (9001,9002)及び米

国 NIH より与えられた研究補助金(CA-07798)によった.なお文部省海外学術調査研究

費補助により,吉田,森脇,今井,土星の4名は農林省の宇田川技官と共に9月20日よ

り50日間東南アジア及びオセアニアなど10ヶ国のネズミ頬を細胞遺伝学的及び遺伝生化

学的立場より探検調査をなし,多大の成果を収めた.

第 1及び第2研究室で得られた成果は次のとおりである.
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第1研究室 (吉田)

1) 東南アジア,オセアニア地方におけるネズミ類の探検調査,Ⅰ.クマネズミの染色

体多型 (吉田･森脇 ･今井 ･土星 ･宇田川): 東南アジア及びオセアニア地方における探

検調査の第1目的はクマネズミ(Rattusrattus)の染色体多型を調査することであった.

日本産のクマネズミの染色体数は 42本で第1染色体は T/T,S/T及び S/Sの多型を示

したがこのような染色体多型は東南アジアのうち,沖縄,台湾,香港,バンコック及びク

アラルンプールで採集したクマネズミにおいて観察された.しかし,ルソソ,ミンダナオ,

ボゴール (ジャバ),マカッサル (セレべス)などで採集したクマネズミは染色体数におい

ては 2n-42であるが,第 1染色体は全てS/S型で,多型現象は見られなかった.一方

オ-ストラT)7,ニュージーランド及びニューギニアで採集したクマネズミの染色体数は

2n-38 で,2対の大きなメタセントT)ック染色体が観察された.実験室でオース トラ1)

ア産クマネズミと日本産クマネズミの Flを得たが,このネズミの染色体数は2%-40で

両親の染色体が半数づつ含まれていた.

2) 東南アジア,オセアニア地方におけるネズ ミ類の探検調査,Ⅱ.クマネズ ミ属

(Rauus)の染色体と種の分化 (吉田･土産): 探検調査の第2の目的はネズミ類をでき

るだけ多数集めて染色体を調査し,種の分化の基礎資料を提供することにあった.クマネ

ズミ属 (Ratlus)では 26種 (亜種を含む)を採集した.この属の基本核型は 2n-42で

13対の大小のテロセソトリック, 7対の小型のメタセソトリック,及びテロセントリッ

クのⅩ及び Y染色体からなっていた.東南アジア産のクマネズミ(Rauusrauus)につ

いては上述の通りであるが,R.annandalei,R.exulaus,R.norvegouS,R.muelleri,

R.sp.HongKongなどの染色体数は2n-42であるが基本型よりそれぞれ多少の差異を

示 した.R.fusoipeS(2n-38),R.sp.NewGuinea(2n-34)及び R.Canatus(2n-

32)はオ-ス トラt)ア産クマネズミの核型より分化したと考えられた.R.ra3'ah と R.

Surifer(共に 2n-52)は基本核型よりテt,セントリックが5対増加したと考えられた.

R.Sabanus(2n-42),R.hung(2n=46),a.oanu8(2n-46)の核型は基本型より著し

く離れ,これら3種はクマネズミ属のうちでも,早く分化した種属ではないと考えられた.

3) 東南アジア,オセアニア地方におけるネズミ類の探検調査,Ⅲ.原地産ネズミ塀の

飼育と繁殖 (土星 ･吉田): 探検調査の第3の目的は東南アジア,オセアニア地方で採集

したネズミを研究室で飼育繁殖L,実験動物化することである.このために原地産のネズ

ミ類13種を遺伝研にて飼育中である.これらのうちヨウシュクマネズミ(RauusrauuS

rauus),マレ-シアクマネズミ(a.rauusdiardの,ナソヨウネズミ(R.e∬ulauS),R.

eanatus,R.fuSCipesなどは飼育室で交配し繁殖させることができた.ナソヨウネズミは

体型が非常に小さくしかも馴れ易いので実験動物として有望である.R.oanatuSは染色

体数が 32本でクマネズミ属では最も少なく,また染色体の個々の識別も簡単であるから

細胞遺伝的研究材料として注目されるであろう.ヨウシュクマネズミは 2n-38で日本産

クマネズミ(2n-42)と交配容易である所から遺伝学研究上の有用な実験動物となろう.

その他のネズミ莞削こついても只今交配と繁殖を試みつつある.
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4) 単離染色体の取り込みに関する研究 (吉田･関口*): ラットの腹水肝癌 AH130

より単離した染色体をマウスの胎児の培養細胞の培養液中に加えて1日,2日および4日

後にマウスの培養細胞を観察したところ,分裂細胞中にラットの1-2個の単離染色体が

そのままの形にて 0.3,1.2および 0.2% の割合で導入されていることを知った.

染色体の導入はマウス細胞の染色体数の増加とラット染色体の形態的特徴によって判明

する.とり込まれた染色体は比較的健全な形態を保っているものと,退化の徴候を示すも

のとがあった.ほとんどの細胞は1個の染色体を取り込んでおり,多数の染色体を取り込

むことは観察されなかった.染色体を加えた細胞の分裂頻度は1日,2日および4日目で

それぞれ 7.2,0.7および5.070であった.染色体を最もよく取り込む2日目で分裂頻度

が減少することは,染色体を取り込んだ細胞の多くは退化するためではないかと考えられ

た.

5) マウスプラズマ細胞腫癖における核型変異機構および細胞の安定性 (今井 ･吉田･

森脇): MSPC-1腫癌の 2≠lineに染色体倍加の周期的促進現象が観察された.染色体

倍加は2核細胞を経由して形成され,倍加した 4n細胞は腫痴細胞中 9070以上に達する.

4n性腫癌は不安定で再び 2n 細胞よりなる腫癌に戻ることが観察された.マ-カー染色

体の解析により,回復した 2n性腫癌中の 2n細胞は 4n性腫湯に混っていた少数の2n

細胞が再増殖し,同時に 4n細胞の衰退した結果であることが判明した.再増殖した 2n

細胞は常にそれ以前の2n細胞とは異なる核型を示し,その変化は加算的であった.これ

で今まで MSPC-1に観察された核型変異は①diploid レベルの核型変異,㊥2核細胞を

経由した染色体倍加,⑨4n細胞の hypotetraploid化である.これらの変化は2n細胞

と 4n細胞の安定性に関係しており,2n細胞の不安定化は染色体倍加を引起しまた 4n

細胞の不安定化は hypotetraploid化や 4n細胞の衰退を引起こすと考えられる.

この種の変化はプラズマ細胞陸湯に共通して見られる特徴で,抗体産生細胞の分化機構

と密接な関係を持つと思われる.今後さらに,染色体変異機構を細胞分化との関連におい

て研究を発展させる予定である.

第2研究室 (森脇)

1) マウスプラズマ細胞腫湯における染色体倍加とRNA合成量の変化 (森脇 ･今井):

BALB/C系マウスに誘発した MSPC-1プラズマ細胞陸湯は継代移植中に2倍性から4倍

性への移行をくり返し起こしているが,4倍性細胞が長い期間安定して存続できない原因

を明らかにするために,代謝回転の早い RNA の合成量を HS-ウリジンのとり込みによ

って測定 した.4倍性細胞においては2倍性細胞に比べて単位DNAあたりのRNA合成

量が低下している傾向が認められた.またリボソーム RNA の単位 DNA あたりの含量

を2倍性および4倍性の細胞について比較したが,後者に明らかな減少が観察され4倍性

細胞が不安定であることの一つの要因をなしていると考えられる.

2) 東南アジア･オセアニア地方におけるネズミ椀の探検調査,Ⅳ.デソプルゲル電気

泳動による Rauus属血清 トラソスフェ.)ンの比較 (森脇 ･土星 ･坂田･今井 ･吉田):

*開口豊三 国立がんセンター研究所
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東南アジアおよびオセアニア地方で採集したネズミ頬 15種6亜種の血清蛋白をデソプ,/

ゲル電気泳動によって分析し,核型分析とあわせてこれらのネズミを分類する資料とした.

特に Rauusrauus種については血清 トランスフェリソの泳動像を詳細に比較した結

果,地域別におよそ3つの型に分けることができるように思われる.すなわち第 1型は日

本 ･朝鮮にみられるものとほぼ同じで沖縄 ･台湾 ･タイ･マレーシア･香港にみられ,第

2型は第 1型より易動度の小さい2本のバンドを示すものでジャワ･マッカサル･フイリ

ッピソにみられた.第3型は第2型によりさらに易動度のおそい2本のバソドをもつもの

でニューギニア･オーストラl)ア･ニュージランドに分布している.

日本産とオーストラリア産のクマネズミを交雑した雑種第 1代の血清 トランスフェリソ

ほ第1型と第3型をあわせた4本のバンドを示した.

3) IAA (イソドール酢酸)オキシダーゼ･ザイモグラムに対する低濃度過酸化水素の

影響 (米田): IAA は高等植物における生長分化に大きな役割を果しているホルモンで

あるが,IAA の生体内分布を制御するものとして IAA オキシダーゼおよびその阻害物

質系の重要性が考えられる.また一般にパーオキシダーゼが IAA酸化能を持つことが知

られており,これらの系の関係をアイソザイム･レベルにおいて追究した.アサガオ･カ

ルスにおいて多くのパ-オキシダ-ゼアイソザイムは IAA オキシダ-ゼ活性を示すが一

部のもはは非常に弱いか検出できない.しかし極めて低濃度 (0.00003-0.0001570)の過

酸化水素反応液に加えることにより,これらのアイソザイムは IAA オキシダーゼ活性を

回復した.アサガオの IAA オキシダーゼ阻害物質が低濃度の過酸化水素により容易に不

活性化されることをすでに報告したが,おそらくこの阻害物質が泳動して特定のアイソザ

イムと重なり,その IAA酸化能を抑制したのではないかと推定される.

4) クレビス培養菓片よりの器官分化 (米田): クレビス･カビラリスの菓片を切り出

し,寒天培地に1カ月培養して器官分化に対するホルモンの影響を調べた.インド-ル酢

酸 0.1-10ppm の範囲では濃度が高いほど菓片よりの発根が促進された.この際まず葉

の細脈部に突起状カルスを生じ,これより発根に至るようである.カイネチン添加により

不定芽形成がみられ,この場合には発根は逆に抑制された.カイネチン添加培地では中央

脈基部が最も早くカルス化し,ここより不定芽が発達する.最適濃度は 0.5ppm であっ

た.以上の結果は切り離された器官における形態形成の方向が多部から与えられたホルモ

ンの種額によって決められることを示 している.

C.生 理 遺 伝 学
生理遺伝部は遺伝形質に対する遺伝子の発現機構を生理遺伝学的に研究している.

第1研究室ではショウジョウバエの自然集団に含まれる有害遺伝子の分析およびその保

有機構の研究と自然環境における寿命,産卵力,羽化率などの生理的性質を知るために変

動温度と一定温度の両環境においてそれらの性質を分析比較した.その結果温度ばか りで

なく照度も任意に変動させる環壁において飼育実験することが必要であることを認めた.

静岡大学理学部学生津野憲道は昨年9月以来当研究室においてショウジョウバエの自然集
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団の遺伝的荷重の分析と題する卒業研究を行なっていたが,3月に終了し4月に東京都立

大学理学部大学院に入学した.

第2研究室では主として,コムギおよびその近縁植物を用いて核置換法による核と細胞

質の相互作用についての生理遺伝学的研究を行なうとともに,ゲノム分析法などを使って

コムギ族の種の起原と分化の機構を研究している.

木原均室長 (所長兼任)は1月グルノーブルで開催された第 10回冬季オリンピック大

会に出席のため7ラソスへ出張し,大会後フランスのコムギ研究機関を訪問した.昨年12

月より京都大学大サ-ラ学術探検隊の隊員として,アビシニア高原 (ェチオピア)で栽培

植物の調査と採集に従事していた阪本寧男研究員は,3月植物調査を終えて帰国した.太

田泰雄は4月より日本学術振興会流動研究員としてコムギ近縁種における細胞質の系統分

化の研究に協力している.また 11月木原生物学研究所の大塚一郎が特別研究生としてコ

ムギとその近縁植物D核置換の研究に参加した.

第 1研究室 (大島)

1) キイpショウジョウバエの自然集団に含まれる有害遺伝子の研究 (大島･渡辺):

a) 甲府 ･勝沼 (山梨県)の自然集団に含まれる致死遺伝子の頻度と同座率の分析:

1967年 10月末に 甲府 ･勝沼の5カ所の自然集団で採集した約 800匹の雄から抽出した

778本の第2染色体のうち114本は劣性致死遺伝子をもつものであった.112の致死遺伝

子系統間の半分の総当り交配 (6,216交配)の結果,6.4470の同座率を得た.2本の染色

体はそれぞれ2個の致死遺伝子をもっていた.総計114の致死遺伝子のうち80(約70%)

はそれぞれと同座のものが2つ以上抽出された群致死遺伝子といわれるもので,単独のも

のは 34(約 30%)にすぎなかった.

1965年に同じ自然集団から抽出された致死遺伝子系統でその後研究室に保存されてい

たものと 1967年に抽出した致死遺伝子系統の間で交配を行なった.その結果 1.40% の

同座率を得たが,たがいに異なる座を占める 12つ群致死遺伝子のうち5致死遺伝子は2

年以上,4致死遺伝子は1年以上甲府 ･勝沼の自然集団に広く分布し保有されていた.

b) 勝沼の1自然集団の分散と致死遺伝子 (第2染色体)の同座率の関係: 1968年10

月上旬に勝沼一の宮町飛地の自然集団の地点-ブド～のしぼりかすが捨ててあってショウ

ショウバ-の大集団が見られた-から1直線に 30米間隔に 10個のトラップを置き1日

間4回にわたってトラップに入った-工を集めた.総計2,699匹のうち2,039(75%)のキ

イロショウジョウバェを得た.自然集団から分散する--の数は距離に関係があることは

明らかであったが,雄が雌の2倍も分散していることがわかった.総計 87致死染色体を

571匹の雄から抽出し,その致死遺伝子系統間の半分の総当り交配 (3,741交配)の結果

3.80% の同座率を得た.3本の染色体はそれぞれ2個の致死遺伝子をもっていた.--

の分散と同座率の関係を見たところ,同座率は距離に比例して減ずることがわかった.

C) 勝沼の1自然集団に含まれる不妊遺伝子 (第2染色体)の頻度: 自然集団から

採集した約600匹の雄のうち約370のものは生殖力を欠くものであった.致死遺伝子など

生存力に関する遺伝子の有無を調査すると同時にホモの状態で雌雄の生殖力をなくすよう
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な不妊遺伝子を分析した.その結果473本の第2染色体のうち 58本 (12.3%)が劣性不

妊遺伝子を有し,そのうち35不妊遺伝子は雄のみ,17不妊遺伝子は雌のみ,6不妊遺伝

子は雌雄いずれもの生殖力をなくすような作用をあらわした.また半致死,低生存力遺伝

子をもつ染色体ほど不妊遺伝子をもつ割合が高かった.

d) 劣性可視突然変異遺伝子,細剛毛 (rbl)の頻度: 甲府 ･勝沼の 自然集団には種

々の劣性可視突然変異遺伝子が潜在しているが, とくに細剛毛遺伝子 (reduced bristle

rbl)は数年にわたって割に高頻度 (約4%)に,しかも広い分布をもって保有されていた.

同じような表現型をあらわす数種の遺伝子も抽出されているが,このrbl遺伝子は第3染

色体の右腕の中央部に位置 (92.3)することがわかった.

e) 有害遺伝子をもつ第2,第3染色体の頻度と致死遺伝子の同座率および両染色体

の生存力に対する相互作用 (津野の卒業研究): 勝沼の自然集団から採集した雄から同時

に第2,第3染色体を抽出してホモにしたときの生存力を調べた.116本の第2染色体の

うち致死か半致死遺伝子をもつものは 1270,116本の第3染色体のうちでは38.8%で有

意な差があった.致死遺伝子系統間の交配によって同座率を得たが,第2染色体では 2.8

% 第3染色体では 6.870であった.両染色体の生存力に対する強い相互作用は認められ

~なかった.また同時に抽出された両染色体の組合せはまったく任意に生存力に関する遺伝

子 とは無関係であると考えられた.

2) 有害遺伝子の保有機構の研究 (大島･渡辺):

a) 紳剛毛遺伝子 (rbl)の保有機構の分析: 甲府 ･勝沼の自然集団に長期にわたっ

て4%も保有される機構を明らかにするために,そのホモおよび-テロの-工の生存力,

発育速度,雌の生産力,産卵力などを調べた.その結果この遺伝子をホモにもつ-エは半

致死の生存力で発育速度も約2日正常のものよりも遅くなった.これに反し-テロの--

の生存力,発育速度は正常のものと同じ程度であった.ところが生産力 (一定時間内のFl

の数)においては有意 (約 3070)に高く,産卵力も有意 (約 2070)に多く,とくに第2染

色体左腕の逆位 (B) と連鎖の状態にあるときの生産力,産卵力は著しく高くなることが

認められた.

b) 致死遺伝子の保有機構: 甲府 ･勝沼の自然集団に少なくとも2年以上の長期間

にわたって保有された致死遺伝子は9個もあった.その保有機溝の分析結果は-テロの-

ェの生存力を高めたり,高い平衡頻度で存在する逆位 (B,C)とまた分離ひずみ因子と

連鎖の状態にあるとか,とくに変温環境に適応した遺伝子系一自然環境に最も適応した遺

伝子系-が背景にある場合などが考えられた.これら 9個の致死遺伝子は左端部 (1-5)

に2個,左腕中央部 (32付近)に2個紡錐糸付着点 (55)付近 (47-61)に5個がそれぞれ

位置していた.なお右腕中央部には細剛毛遺伝子があったが右端部には有害遺伝子は兄い

出されていない.いずれにしても保有致死遺伝子の位置する部分は組換の割におこらない

部分と考えられ,遺伝子群 (genecomplex)が形成されやすいところと考えられる.適応

釣に有利な上位遺伝子群が形成されるところに突然変異で生じた致死遺伝子は共に長く保

有されると考えた.
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3) キイロショジョウバェの自然集団における逆位染色体の分析 (大島･渡辺泰州*):

1968年 10月上旬の甲府 ･勝沼の自然集団から抽出した約400本の第2,第3染色体の変

異を幼虫の唾腺染色体で調べた.第2染色体の左腕の逆位 (B)は約 279ら,右腕の逆位

(C)は約 229も,第3染色体の左腕の逆位 (E)は約 7%,右腕の逆位 (G)は約 2870,

逆位 (H)は約 1170,逆位 (I)は約 6% であった.逆位 (G)以外の逆位は 1963年

以来毎年の調査によると大きい変動はなく保有されていた.ただ逆位 (G)だけは次第に

頻度が高くなる傾向を示し,とくに甲府よりも勝沼の自然集団で増加するようであった.

他の逆位の頻度には甲府 ･勝沼両地域の自然集団で有意な差がなかった.

4) 環境制御下のショウジョウバエの生理遺伝学的研究 (大島･河西): 甲府･勝沼の

自然集団から採集した-工をもってつくった 2集団を集団飼育箱で 1集団は一定温度

(25oC)の環境で,他の1集団は変動温度 (20-30oC 1日2回周期,コイトトロソ中)の

環境で連続飼育中である.次に述べる実験は2年にわたって両環境で飼育した--を使崩

して行なったものである.

a) 雌の寿命: 雌1匹と雄3匹を餌の入った小瓶の中に入れ毎日新しい瓶に移し換

えることを続けた.20組ずつ一定温度と変動温度の両環境で同時に飼育し40日で実験杏

打切った.一定温度で飼育した雌の多くは 25-35日で死んで 40日まで生きたものは2

匹であったが,変動温度で飼育した雌は 40日経過して生きていたものは7匹もあって平

均2日も寿命が長くなることが認められた.一定温度の環境での雌の平均寿命は 29日で

あった.

b) 産卵力: 寿命の分析と同時に毎日雌が餌の上に産む卵数を調べた. おのおのの

雌が毎日産んだ卵の累積曲線を画いてみると,一定温度における個体間変異は少なく変動

温度では変異が大 きか った.また雌の一生の全産卵数に近いと考えられる 40日間の実

験で得られた1匹平均産卵数は一定温度では 1091.9±79.68であったが,変動温度では

942.6±73.21と少なかった.両環境で長期間にわたって飼育する間に寿命,産卵力に閑こ

する遺伝子系 (示.)ヂ-ソ系)がどのように違ったものになるかを分析比較することは興

味ある問題である.たとえば一定温度で飼育したものを変動温度に,また道に変動温度で

飼育したものを一定温度に移して寿命,産卵力がどのようになるかを調べた.変動温度で

飼育した雌の寿命は一定温度では有意に短かくなった.また全産卵数は一定温度で多くな

ることを期待したが,逆に約5%も少なくなった.一方一定温度で飼育した雌の寿命は変

動温度ではやや長くなり全産卵数は少なくなった.この結果から両環掛こ適応した遺伝子

系の相異が考えられた.

C) 羽化率: 羽化後1-4日の雌と21-22日の雌の産んだ卵から羽化した-エを数

えて,羽化率を得た.若い雌の産んだ卵の羽化率は一定,変動の両温度環境において,と

もに 90% 以上で差が認められなかったが,老化した雌の産んだ卵の羽化率は著しく悪く

なった.

雄の方は若いものを追加したり交換したりした.羽化率は一定温度では約 6270にまで

*九州大学理学部生物学教主
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おちたが,変動温度では約717otにとどまった.この結果は変温環境で寿命が長くなった
ことと深い関係にあると考えられる.

第2研究室 (木原)

1) コムギにおける核置換の研究 (木原･阪本･太田): これまでAegilopSCaudala,

Ae.umbellulata,Ae.仰ata,Tritioumtimopheevi,T.aegilopoide8,T.dicoccum,
および T.speuaの細胞質に種々のコムギの核を導入して核置換を行なってきたが,本年

はさらに T.araratieum および Ae.squarrosaの2細胞質を新たに加えて核置換系統

の育成に着手し,現在合計 77系統を維持している.

また細胞質の起原と分化ならびによりすぐれた実用性のある細胞質を探求するために,

新たに Aegilopsの 11種を母親としてコムギを交雑し,多数の雑種種子を得た.これを

用いて新たな核置換系統を育成してゆく予定である.

2) コムギにおける雄性不稔細胞質回復因子系の研究 (木原･阪本･太田): コムギに

おける雄性不稔細胞質を利用しての雑種コムギの育成には稔性回復因子系の発見が重要で

ある.本年明らかになった結果はつぎのごとくである.Ae.caudata細胞質をもつ T.

persioumstramineum 核置換系統に低いが稔性回復の徴候がみられた.T.timopheevi

細胞質をもつ T.machasubletshohu肌icum は昨年顕著な稔性回復がみられたが,本年

BB世代はほぼ完全な稔性を示した. また合成パンコムギ ABD-11はB2世代の花粉稔性

および種子稔性は昨年の Blの値よりも低くなった.ABD-11に稔性回復因子の存在は明

らかであるが,環境要因によってかなり影響をうけやすいと考えられる.

3) 同一種内における細胞質の遺伝的分化の研究 (木原･太田): コムギ近縁種の2倍

種 Åe.caudataの var.polyatheraは有空で,var.typicaは無空である.polyathera

xtypicaの正逆交雑Flは染色体接合は正常 (7Ⅱ)であるが花粉稔性は0である.これら

を用いて復元 お よび置換の連続戻交雑 (RBおよび SB)をおこなった.typica(?)×

polyathera(8)の Flに復元戻交雑をすると世代が進むにつれて花粉稔性は急速に回復

し,RB3では正常となった.これに対して置換系統は完全な花粉不稔性を示した.一方,

polyathera(?)×typioa(8)の場合は前者と非常に異なり,復元および匿換系統とも花

粉稔性は RB8および SB3で正常に回復した.ただ両系統では稔性回復の速さが異なり,

置換系統では SBlで稔性が回復し,SB之で正常となった.これに反し復元系統では RBl

および RB2は完全な雄性不稔を示し,RB3で回復がみられ,RB▲で完全に花粉稔性は回

復した.これらの結果から Ae.caudata の2変種はゲノムのみならず細胞質にも多少の

分化がおこっていることが明らかになった.

4) Taeniatherum 属の種間雑種 (阪本): コムギ族に含まれる 13属 の うちで,

Taeniatheru伽 属はただ 2種の1年生の2倍種 (2n-14),Tn.aSPerun(Simonk.)

Nevskiと Tn.crinitun(Schreb.)Nevski,からなり,ヨーロッパ中部から中央アジア

にかけて広く分布している.京都大学カラコラム,ヒンズークシ学術探検隊によって採集

された両種を交雑してFl植物を得た.Fl植物は生育が非常に旺盛で,分垂数,草丈,第

-節間長,止葉や穂の長さで明らかな雑種強勢がみられた.しかし穂当りの小穂数は両親
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の中間であった.Flの平均染色体接合は 0.2Ⅳ+0.1JF+5.8Ⅱ+1.9Ⅰで,薪は裂開せず花

粉稔性は非常に低く種子は得られなかった.この結果から Taeniatheru仇 属を構成する

2種の2倍種は互いに類似するが,構造分化を起こしたゲノムをもつことが明らかとなっ

た.

5) アビシニア高原の栽培植物の変異調査と採集 (阪本): 昨年 12月より本年3月ま

で3カ月にわたり,京都大学大サ-ラ学術探検隊植物班は アビシニア高原 (ェチオピア)

の栽培植物の変異の調査と採集に従事した.探検ルートに沿って種々の栽培植物の畑を謁

査し,1056系統の採集品を得た. またルートに沿った町や村 21カ所の市場で売られて

いる農産物種子,農具など 769点を蒐集し,それらの地方名を採集した. また同時に約

1.500点の野生植物のIqE棄標本を作成した.帰国後採集品を整理するとともに,禾穀現

(コムギ,オオムギ,テフ,ソルガム,シコクエビ),マメ類 (ェソドゥ,レソズマメ,ヒ

ョコマメ,ソラマメ,インゲンマメ,ササゲ,フェヌグリーク),油料植物 (ヌグ,′ヒマ,

ブラシカ煩,ゴマ,アマ,べニバナ)の穂や種子にみられる変異を調査した.とくに栽培

二粒系コムギならびに栽培オオムギには豊富な変異を兄い出すことができた.

6) 巨大ノブおよび転座-テロトウモロコシの染色体対合 (太田): トウモロコシの太

糸期染色体にはノブ (染色体癖)が観察される.個々のノブの位置,形状,大きさは安定

な遺伝形質である.ノブは主として-テロクロマチンから成り,遺伝的にはinertとされ

ている (第 10染色体の異常ノブは例外).第3染色体の長腕 (ノブの位置 .58)に例外的

に巨大なノブ(3Llllと記す)を有する1系統 (N.C.JarvisGoldenProliBc-Inbredline

♯12)が見出された (Ohta1965), この巨大な-テロクロマチンの塊りが太糸期の対合に

影響を及ぼすか否か調べるため,この系統を,このノブの近傍に切断点を有する転座系統

T3-8h(第3染色体長腕の切断点 .53)と交配した.3Llll/T3-8h -テロ個体の太糸期対

合は 1)完全な homologouspairingから 2)切断点付近の完全な asynapsisまであり,

3)部分的に asynapsis と non-homologouspairingとを示す場合も観察され,それぞ

れ約 1/3ずつの頻度であった.

7) ウイルス感染と雄性不稔細胞質･遺伝子型との関係 (太田): 雄性不稔に関する細

胞質と核内遺伝子型が (S)Rfrfおよび (N)RfRfの植物 (いずれも花粉稔性は正常)

に種々のウイルスを接種した.CMV普通系,同マメ系,および BWV (ソラマメ萎澗病

ウイルス)に感染した (S)Rfrf植物では花粉稔性の低下がみられ,前年の実験結果が

再確認された.さらに,前年のウイルス接種株の自殖次代を育成してその花粉稔性を調査

した.CMV普通系接種の次代では,期待値1/4よりもはるかに多くの雄性不稔および半

不稔個体が生じた.したがって,特定細胞質 (S)または少なくとも (S)Rfrf遺伝子型

では,特定ウイルスの感染によって花粉稔性の低下を生じるといえよう.

8) 細胞質雄性不稔の遺伝子発現機構 (太田): 細胞質雄性不稔系統 (T)rfrfとその

維持系統 (N)rfrf とは細胞質のみを異にするアイソジーニックラインである.前者で

は正常な (維持系統と同じ)遺伝子構成をもちながら,特定細胞質によって特定遺伝子の

発現が制御されている.細胞質が単に遺伝子発現の場であるのみでなく,如何にして遺伝
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子発現を制御するのか,その機構を解明するため, トウモロコシの品種 FlaF6の (T)

rfrfと (N)rfrf両系統について,減数分裂直前,分裂中,分裂直後,花粉核分裂期

および開花直前の5期にわたり,発育段階を追ってアイソザイムのパターンを比較した.

酸性フォスファターゼとマレイン酸脱水素酵素には両系統間に差がなかったが,過酸化酵

素と非特異性エステラーゼについては/くターンに差が認められた.

D.生 化 学 遺 伝 部

本年度の各研究室における研究概要は次の通りである.

第 1研究室 (名和)

1) コナマダラメイガにおける形質転換の研究 (名和 ･山田):

a) 劣性突然変異株 α/α(赤色限色)の卵または幼虫を,正常系 (黒色限色)から抽出

されたDNAで処理することにより得られた黒眼色個体をα/αと戻し交配してα+/αを得

る.これらから何代もの兄妹交配によりα+/α十を分離Lmutantlinesとして保存して

いる.この赤眼から黒眼への変化が,α遺伝子を持つ染色体以外の染色体に +DNAが

附著したようなためにおこるのかも知れないという可能性は,これら linesを +/十 に

交配しその Flを α/αに交配したとき赤限個体は出現しなかったという事実により否定

された.つぎに α+遺伝子の支配する Tryptophanpyrrolaseについての性質が調べら

れた.Mutantlinesと +/十 との間に本質的な酵素活性の差は認められなかった.免疫

学的に調べるためにこの酵素の抗体を得ることには成功しなかったが,澱粉ゲル電気泳動

において,Mutantlinesからの酵素と +/+ からの酵素は全く同じ泳動図を示した.a-

遺伝子は Tryptophanpyrrolaseの構造遺伝子と考えられるので,このことは +DNA

処理によって得られた黒限色のものの a-1ocusにおけるヌクレオチド配列は野生系のも

のと同じ配列であり,この変化はたとえば Suppressormutationのようなものではない

ことが示唆された.野生系よりのDNAによる黒色限色個体は今日までの結果を合計する

と,観察された約 13万の BFlのうち78個体である.これらのうち4例は同一の親 (蘇

眼色)から多数の黒限 Flが出現しているので,これらを1つの変異として計算すると19

例ということになる.

b)DNAがコナマダラメイガの細胞中に取込まれるかどうかを,aHでラベルした

SalmonellaDNAを用いて調べた.3H-DNA 溶液に数時間浸した受精卵からDNAを抽

出し,DEAE-celluloseによる遠心クロマトグラフ法で DNAを分子量に応じて分画する

と,ラベルの約70%は5×105の分子量の区分に存在するが,なお数roのラベルは用いた

DNA と同じ 1×106 または 5×106の区分に残っている.処理の時間が増すに従って卵

中の全ラベルの量は増すが,同時に低分子分画部分へのラベルの移行が見られた.これは

3H-DNAが高分子の状態で卵中に取り入れられ,次第に分解されていくものであって,

DNAが卵外で分解されてから卵に入りその中で DNAに再合成されるのではないことを

示唆する.超遠心機による CsCl中での密度勾配分離法による分析もこのことを支持す

る.



24 国立遺伝学研究所年報 第 19号

2) 家蚕における DNA の作用の研究 (名和 ･山田･辻田): 家蚕の wl/Wl幼虫を用

いた実験において,DNA 処理の個体の BFlに正常眼色のものの出現することは昨年報

告した.とくに注目すべきことは,コナマダラメイガの場合もそうであったが,この正常

限色の個体の中のあるものは wl十/wl+ ホモのように振舞うことである.すなわちこれら

の変異個体に wl/Wlを交配した Flは全部黒眼で,さらにこの Flに wl/Wlを交配する

と具眼と白眼がほぼ 1:1に分離してくる.ここに分離した白眼同志の交配においても,

ある Pairsは白卵の中に少数の正常色卵をまじえて産卵した. これら正常色卵を飼育し

た成虫はいずれも黒眼であり,ある個体は wl/wl十-テロであったが,あるもの (3個

体)はふたたび wl十/wl十ホモのように振舞った.これら3個体は白眼同志の交配による

雌が同一の産卵紙の上に蛾輪下の円形に産卵 した多数の自卵 (442)の中に正常色卵として

散在していたものであるから,白眼雌から産まれたものであることに間違いない.このよ

うに白眼同志の子に突然 wl+/Wl+ ホモ個体の出現することは,DNA処理数代後におい

ても wl- Wl+ の変化がおこるという事実とともに,DNAの作用機構の上において興味

がある.

つぎにIem;oc;peの幼虫を野生系より抽出したDNAで処理した実鼓においても,BFl

においてIe仇;α;Pe+の個体が得られ,さらにBFaにおいても正常色の卵が得られている

(次年度に飼育される予定).

つぎに抽出法の改良によって30×106程度の分子量をもつ高分子のDNAが調製され得

るようになった.

第2研究室 (小川)

1) ヒト血清蛋白質に関する遺伝生化学的研究 (小川): 澱粉ゲルを支持体とする電気

泳動分析法で,正常のアルブミン分画のほかに,それより易動度の高いアルブミソ分画を

もあわせもつ例(男性)を三島市民において発見した.家族ならびに免疫化学的調査の結果,

F型の alloalbumin(doublealbumin)と判明した.本例はわが国で第 2例日である.

AlloalbuminFMishimaと仮称する.

2) 臓器組織特異性蛋白質の発生遺伝学的研究 (小川): 発生初期の歴における筋組織

分化のしくみを調べるため,アカ-ライモリ(TrituruSPyrrhogaSter,Boll)膝のミオ

シン分化に及ぼすⅩ線分割照射(200Rずつ24時間間隔で2回)の影響を,総線量(400R)

を 1回に照射した場合に比較した.

その結果,2回にわたる照射の影響に,蓄積作用や相乗作用を推定させるがごとき所見

をみとめず,毎回の照射の作用は独立して個々に働いたと思われる成績がえられた.ここ

に試みられた線量の範囲では,ミオシン生合成に対する第1次の照射の影響は 24時間以

内に全く消滅し,第2次の照射時には第1次の照射に対応したときと同じ態勢で反応 した

と推定される.

3) セルp-ズアセテート電気泳動法に関する基礎的研究 (小川): セルローズアセテ

ート険は電気泳動分析における緩衝液の支持体として優れた性質を有しているが,リボた

んぱく質の分析に利用できないことが欠点とされていた.脂肪親和性色素がいずれもこの
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膜に強く染めつき,リボたんばく分画の染像を弁色検出する適当な方法がいままでみいだ

されなかったからである.

当研究室では Fatred7Bまたは OilredOでリボたんぱく質を染め,次に,膜のみ

を次亜塩素酸ソーダ溶液で脱色する方法を工夫して,血清リボたんぱく質の精度の高い分

析法を完成した.またさらに本法によって本邦人血清のリボたんばく分画に関する正常値

を決定した.

4) 日本中型犬ならびにその近縁種に関する遺伝学的研究 (小川): 北海道犬は赤,白

虎,ゴマ,ブラックタンなどと毛色の種類が日本中型犬のうちで最も多い.しかも5ない

し8代祖まで交配記録の明らかなものがえやすいので研究材料として適している.

本年度は北海道犬のうち,おもにメリオ系とアク系を中心に血清型,毛色,毛質,舌斑

などの調査を実施した.

5) インドール酢酸オキシダーゼのアイソザイム (遠藤): アサガオ形態形成突然変異

約 10系統の芽生の各器官,成長段階を異にする本葉などのパーオキシダーゼ･アイソザ

イムとそれらのインドール酢酸オキシダーゼ活性を比較調査した.各系統間には若干のア

イソザイム変異は存在するが,それらは明りょうなものでなく,かつ発生段階に伴なうア

イソザイムの消長との区別が必ずしも容易でないため,現在のところ,これら形態形成突

然変異とインドール酢酸オキシダーゼ群との関係は,むしろ否定的である.

6) インドール酢酸オキシダ-ゼの抑制物質 (遠藤徹･米田芳秋): 生体内に存在する

インドール酢酸オキシダ-ゼの抑制物質としては,これまでフェノール系低分子物質が知

られていたが,アサガオには種子および二,三の器官に高分子性の抑制物質の存在するこ

とが,ザイモグラフ法により証明できた.この物質は特定のアイソザイムと結合するので

はなく,単に共存することによってその効果を発揮する.他方,合成物質としては,パラ

メトキシフェノ-ルが強力な抑制効果をもつことが発見された.この物質は,インド-ル

酢酸オキシダーゼ活性の補助因子として知られるト.)クロロフェノールの効果を完全に阻

害する.

7) トウガラシにおけるマ-カ-･アイソザイム (遠藤): トウガラシにおける接木変

異の要田を,台木より接穂-のDNA断片の転流にもとづくという作業仮説を追究するた

めには,マーカ-･アイソザイムの利用が不可欠であろう. トウガラシ 27品種の薪のエ

ステラーゼアイソザイム群を調査すると,成熟段階における変異は無視できないが,遺伝

的変異とみなし得る数種のアイソザイム群の検出を行なうことができた.

8) グルコ-スを放出する酵素群のザイモグラフ化 (遠藤): グl)コシダ-ゼ,インベ

ルターゼ,数種のトランスフェラ-ゼなどグルコ-スを放出する酵素群は,生体内におい

て重要な役割を果していることが想像できる.この度,これら一部の酵素群の結晶標本を

用いて,そのザイモグラフ化が可能となった.しかしながらアサガオなどの生体粗抽出物

によるこれら酵素群の検出にはまだ成功していない.

第3研究室 (辻田)

1) プチリジソ額粒の研究
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カイコの正常幼虫皮膚細胞内にはプチリン色素-ポリペプチド複合体,尿酸-ポリペプ

チド複合体などが充満し,単層膜で包まれた円形,楕円形などの額粒が多量に蓄積する.

正常幼虫皮膚細胞における成熟額粒はその内部に緊密に貯えられた分泌物のために比重が

重いので,多数の5令幼虫皮膚の細胞質層を集めて,濃い庶糖液中に懸濁させ,遠心分雄

の操作を繰返すことにより単離することができる.このようにして分離した頼粒を用いて

形態学的,物理学的および生化学的研究を行ってきたが本年は主として次のような研究を

行なった.

a) 頼粒膜に関する研究 (辻田･桜井): 現在われわれが主として用いている油蚕系

統たる第10染色体のW-3座を占める7つの油蚕遺伝子系統では,頼粒の形状が著しく異

常なものがある.概して額粒の分離は困難であるが,これらのうち wb系統の幼虫からは,

額粒を分離しうるので,この分離額粒について一連の研究を行なっている.その実験の1

つとして正常額粒を材料として研究してきた額粒膜の再構成実験を行なったが,この変異

頼粒膜を可溶化したものより,完全な褒状険が再構成され難いことがわかった.

なお額粒膜の微細構造についての電子顕微鏡的研究を前年に引続いて行なった.

b) 額粒膜たんばくの分子量の研究 (桜井): これまでの研究成果からプテリジン額

粒の機能は,この頼粒膜の機能に密接に関係していることが考えられる.本年度は頼粒険

たんばくについて基礎的実験を行なったが, トリプシン消化によるペプチド分析の結果,

膜たんばくからのペプチドを検出したが,同時に多量の COreが生じるため,なお再検討

中である.アミノ酸分析器により分析したところ膜たんばくほ 18コのアミノ酸より成り,

そのうちグルタミン酸,アスパラギン酸,リジンなどが多いことが認められた.セファデ

ックスなどによる膜たんばくの推定分子量は約 16-20万である.

C) 幼虫熱蚕期におけるプテリジン演粒の運命 (桜井 ･辻田): 正常幼虫皮膚細胞内

にはプテリジン額粒が充満するが,熟蚕期一幼虫皮膚が半透明に変化する時期一に頼粒は

その内容物を失って萎縮しその後崩壊する.一方この時期において絹糸腺のフイブロイソ

の分泌は著しく盛んとなるが,この場合類粒より出たポリペチドは分断されて細胞質より

体液内に入るが,これと絹糸腺細胞内におけるフィブロイン合成との関係を探索する次の

実験を行なった.

支124の4令蚕,5令5日,熟蚕期および吐糸期の体液および皮膚を用いてジペプチダ

ーゼとトt)ペプチダーゼ活性について調べた.その結果,皮膚および体液共に2つのジペ

プチダーゼ (Gly-Try,Ala-Glyを切る酵素) と1つのトリペプチダーゼ (Leu-Gly-Gly

を切る酵素)活性が4令期より熟蚕期に亘って検出され,かつその活性は5令5日より熱

蚕期に亘って増強することが認められた.この事実から熟蚕期に放出される頼粒内ポリペ

プチドは種々のペプチダーゼの働きにより分断され,この時期に著しく活発化する絹糸腺

細胞内のフィブロイン合成の素材となることが考えられる.

2) 幼虫皮膚細胞の小胞体の研究 (辻田･桜井): 幼虫の種々の時期における皮膚細胞

の超薄切片によって小胞体の行動を観察した.外皮形成が活発に行なわれる脱皮直後の材

料で見ると,この小胞体の一部はプテリジン額粒に発達するが,また外皮下にあるものは
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新生する外皮層中に入り,これが外皮形成に関与しているように見える.

つぎに多数の黄体色蚕5令幼虫皮膚細胞の細胞質層を集めて分画遠心法を行ない,それ

ぞれの沈澱を固定して超薄切片をつくり各画分に含まれる構造物を観察した.

その結果滑面小胞体画分には,膜の他に遊離したリボソームが集められていることが認

められた.粗面小胞体画分と滑面小胞体画分のいずれもセピアプテリンを含んで黄色を呈

し,膜にセピアプテリンが結合していることを暗示した.

3) カイコにおけるフェニル･アラニン代謝の遺伝的異常に関する研究 (辻田･桜井):

カイコにおけるal,leml の2遺伝子はフェニルアラニン代謝の遺伝的異常に関与するも

のであるが,それぞれ所属染色体を異にする別個の遺伝子である (辻田 1956).いずれも

正常蚕に比し頭部その他の黒色化すべき部分にメラニンが沈着せず,かつ外皮の硬化が不

十分で食桑しえずして致死する.体色はal致死蚕は正常に比し著しく淡色であり,leml

致死蚕は鮮明な黄色を呈する.この2系統の致死幼虫についてのこれまでの生化遺伝学的

研究には不十分な点があるので,新しい方法を用いて研究を行なっている.現在までの実

験の範囲では Ie肋 l致死幼虫ではフェニル･アラニンよりチロニンへの変換過程に異常が

あり,α～致死幼虫ではイソキサソトプチリンの生産量が著しく少ないこと, またチロニ

ソ酸化酵素 Èフェノ-ル･オキシダーゼ'活性が弱いことがわかった.

E.応 用 遺 伝 部

この部は,人間の生活に有用な動植物の遺伝をしらべて,どのようにすればさらにその

有用性を高めることができるかを研究してゆく部である.部の中に,3つの研究室があっ

て,第 1研究室では動物を,第2研究室では動物と植物の両方に共通な問題を,第3研究

室では植物を研究することになっている.

このように研究室は別れているが,部として立てている主要な目標は4つある.その第

1は,野生の動博物から農作物や家禽がどうしてできたかという問題をとくことであり,

第2は動植物の育種方法の基礎理論を考えること,第3は生物集団に発生する生態的特異

性,特に個体間に起る競争を解明すること,第4は,大形で生育に長い年月のかかる植物

の遺伝の研究である.そしてこれらの目標を追求するために,ニワトリ,ウズラ,イネ,

オオムギ,タバコ,スギ,ヒバ,果樹などが使われている.

本年,外部からうけ入れた研究員は,半年以上滞在した人達をみると次のようである.

外国人留学生として中華民国台湾から朱耀源,ネパールから B.B.Shahiの両氏があり,

国内では免児島大学講師林重佐,九州大学助手宮崎安貞,九州大学大学院学生樋口誠一郎,

林業試験場北海道支場技官松浦東の諸氏がある.なお9月には第 1研究室の藤島通研究員

がカナダ農務局 Lacombe研究所に,1年間の予定をもって留学 した.

応用遺伝部は上述のように,各種の動値物を相手にして研究を続けているが,研究事業

の性質上,他部に比して特に労力が必要とされる.ところが実際には賃金として使い得る

予算がないので,いきおい,研究規模を縮少せざるを得ない現状である.ここに記して,

もってこのような原因による研究の支障や困難が除かれる目の1日も早く来ることを待望
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する.

第 1研究室 (酒井)

1) ニワトリの頚椎肋骨の左右不対称 (河原･酒井): さきに頚椎肋骨の左右不対称,

特に不定向不対称が系統間で異なることを発見した.今回はこれら不定向不対称の程度を

異にする白色レグホソ種4近交系とそれらの交雑 Flについて比較研究した.その結果,

いずれの Flの不定向不対称も両親の近交系より小さい値を示し頚椎肋骨の形成過程に生

ずる発育誤差が近交系や閉鎖群よりも小さいことが認め られ た.また,走向不対称は近

交系や Flでも差異がなかった.不定向不対称が系統によって異なることについて,これ

らがもつ生理的および形態的意味ならびに生産形質との関係について目下研究中である.

2) ニワトリの卵型に対する選抜と産卵量の遺伝学的分析 (河原): 当所所有の白色レ

グホン種閉鎖群の統計遺伝学的研究によれば,卵重と産卵数には負の遺伝相関があり,那

重と体重には正の比較的高い遺伝相関がある,また,産卵数と体重間には低い負の遺伝相

関が認められた.一方,卵幅または卵長と卵重間には,それぞれ0.8程度の高い遺伝相関

があったが,卵幅と産卵数間の遺伝相関は,卵長と産卵数のそれよりも低かった.体茎と

卵幅および卵長の相関は後者で低いことが推定された.この研究は,これら推定値をもつ

閉鎖群より,卵型に関し,卵幅および卵長について大小2方向の組合せによる4選抜群を作

り,Half-way選抜 (雌群のみ選抜,雄は各群内でランダム)を行なって,選抜5世代を

経過した.選抜は卵幅には有効であったが卵長では頗著でなく,また,卵長に関する2選

旗群ともに選抜 4-5世代で受精率,ふ化率および生存率の低下がみられた.日下諸形質

の相関反応,特に体型,卵重構成成分の相違およびこれらの関係について研究中である.

3) 野生ウズラの採集と遺伝学的調査 (河原･三田): われわれの祖先が改良したと考

えられる飼育されている日本ウズラは,世代間隔が短いこと,代謝機能が旺盛であること

および小型である等の利点から実験動物として国際的注目をあびてきている.野生ウズラ

と飼いウズラの外部形態の相違はなく,家禽化の歴史も,両者の生産能力の相違も不詳で

ある.われわれは飼いウズラと野生ウズラを比較研究する目的で 1965年以来野生ウズラ

の捕獲を行ない,これらを実験室内で増殖するとともに交雑実換中である.実扱室内にお

いては,野生ウズラは飼いウズラに比してすべての生産形質で劣り,交雑実験の結果,こ

れらの相違は遺伝的であり,多少の変動はあるが戻 し交雑をすることにより,それぞれ,

野生および飼いウズラの能力に近づく.野生ウズラと飼いラズラの顕著な差異は,体各部

の発育,受精率,ふ化率,生存率,性成熟日令および産卵率に現われた.特に,野生ウズ

ラの実験室内条件での体各部の発育は,それが平衡状態に到しても,野外で採集したもの

に比して著しく劣っている.現在,飼養環境,特に栄養条件を変えて比較実験中である.

4) ウズラの系統育成 (酒井･河原･三田･斎藤 ･杉本): ウズラは近親交配が行なわ

れると受精率,ふ化率,生存率等が低下し,顕著な近交障害が現われ,系統数は加速的に

激減し,兄妹交配 4-5世代で近交系の維持がまったく不可能になる.現在,兄妹交配の

ように急速に近交度を高める方法でなく,近交度を徐々に高める方法で系統育成試験を実

施している.本育成試験には飼いウズラおよびその羽色突然変異系統が供試されている.
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5) ウズラの体型に関する選抜 (酒井寛一･井上輝男): 昨年に引続き,ウズラの体重

と艦長について,大大,大小,中大,中小の4種の組合せの選抜を行なった結果,無選抜

の繁殖後代においても変化のない4つの系統ができた.それらは,生理生態学的な研究に

使 うために保存繁殖を続けている.

第2研究室 (井山)

1) イネの量的形質に対する放射線の遺伝的影響 (井山): 水稲農林8号の乾燥種子に,

1,2･5,5,10および 20kR の γ線を照射したものの自殖後代を用いて,放射線によっ

て生ずる遺伝変異の大きさを推定 した.植物重 (ど),草丈 (cm),1株穂重 (g)について調

査 した結果,各形質とも放射線の照射により遺伝変異が増大することが認められ,その遺

伝分散 (Y)と照射線量 (X:kR単位)との関係は,

植 物 重: Y-0.4898X+12.0823

草 丈: Y-0.4549X+5.3229

一株穂重: Y-0.1973X+3.1112

であった.

2) 主働遺伝子とポリジーンの誘発突然変異 (酒井 ･西田･大庭): 放射線育種場の共

同利用研究として,イヨカソのクローンにガソマ一線を照射し,花器形成に関する突然変

異の統計遺伝学的研究を行なった.照射は 1965年に西田によって行なわれ,1日当り線.

量率を 0,50,100,200Rの4種とし,184日にわたる緩照射とした.その後2年余,温

室で生長せしめたが,上記の処理により花柱の短化が起った.これは主働遺伝子とポリジ

ーンの両方の突然変異によるものであり,主働遺伝子,ポリジーン共に,花弁,おしべ,

花硬に多面発現効果をあらわした. 主働遺伝子の多面発現効果は花弁に対 し2970, おし

べに対 し2570,花梗には 17%であったが,ポ1)ジーンはそれぞれ 48と 49% ならびに

94% であった. すなわち,主働遺伝子とポl)ジーンは花器形成におけるその働き方に差

のあることが知られた.

3) メ/ミコの器官の発育遺伝学的研究 (樋口･酒井): これまで統計遺伝学的方法で,

タバコの器官の発育を究明してきた.本年はタバコの各器官の間の関係をパーオキシダー

ゼ･アイソザイムで調べた.その結果,花冠 (花筒を含む),花柱,花糸,琴等の器官の間

に器官特有の7イソザイムパターンが存在することがわかった.葉ては,考葉と本葉とに

分けて分析を行なった.本葉では7本のノミソドが現われるが,考案ではそれらのバンドの

活性が低下し,あるバンドは消える.すなわち本葉と考案との問でアイソザイムパターソ

がことなることが明らかになった.

4) 家系分析による天然林の遺伝学的研究 (酒井 ･宮崎 ･他): 林野庁と青森営林局の

支援の下に,青森県下の下北半島と津軽半島のヒバ天然林について個体別にパーオキシダ

ーゼアイソザイムと葉の5形質の変異をしらべ,統計遺伝学的手法によって集団内の家系

分析を行なった.津軽半島の集団では,全部で 45個体のヒバがあったがその 45個体は,

孤独木7本と家系 10群に分かれた. 1家系平均個体数は 2.65本で,最高は9個体を含

む家系もあった.家系を形成する個体の総数は 28であったが,その内栄養繁殖によるも
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の 13,種子繁殖によるものは 15であって,すなわち栄養繁殖率は46.470であることが

わかった.ここで特に興味あることは,天然林は,いくつかの小集団に分かれるのが普通

であるが,ヒバの小集団は,同じ家系に属する個体群より成ることが多いことである.そ

の生態遺伝学的意味は今後の研究にまたねばならぬ.

5) ザイモグラフイーによるスギクローン品種のかん定 (宮崎 ･酒井): スギは栄養繁

殖によって品種をつくることが多く,したがって,しばしば品種の実用的なかん定技術が

要求される.この研究は,スギの針葉で,パーオキシダーゼのアイソザイムによって,品

頑の真贋を見分けようとするものである.先ず同じ個体のいろいろな箇所から針葉をとっ

て電気泳動法によりパーオキシダ-ゼをしらべたところ,生長中の若い葉を除けばアイソ

ザイムは一定のパターンを示すことがわかった.また,同じクp-ソならば個体の生育す

る環境に関係なく,一定のノミタ-ソを示すことも明らかになった.それでスギの代表的な

クp-ソ ｢クモ トオシlの名でよばれる個体を本邦各地,すなわち,鹿児島,熊本,福岡,

岐阜,静岡,東京,岩手の各都県から集め,それらの外部形態とパーオキシダーゼをしら

べたところ,個体別の真贋が明らかとなった.この技術は近 くわが国のスギ品種のかん定

に実用化されようとしている.

6) スギにおける種内競争の研究 (酒井): この研究は,林野庁の支援 と岐阜大学有

田･冨田両氏,鹿児島大学林氏の協力を得て行なわれている.研究は2つに分かれ,1つ

は精英樹のクローンの渥穂による競争力の調査で,他の1つは,生育中の林木による競争

の起 り方の調査である.前者の試験は岐阜県奥明方村に 0.16-タタールの半農耕圃場を

さがし,そこに,3クローンを競争力検定品種,6クp-ソを被検定品種として,それぞ

れの単櫓と両者の列内交互混梅を行なった.予備的調査はすでにすませたが,その結果に

よれば,競争は早くも起りつつあることが知られた.後者の調査は,実生林分について,

憐接個体間の直径生長の相関をはかり,それによって,(1)競争が林木の生長の幾年日か

ら起こるか,(2)林木のどの位置に競争の効果が強くでるかをしらべた.詳細は別途に報

告をする予定であるが,上記の研究により,(1)スギクローンには競争力の強いものもあ

れば弱いものもある.(2)一般的植栽法によるときは植栽後7年目位で競争が起こり始め

る.(3)スギ個体は地上から 1-2米のところが特に競争によって強く影響されることな

どがわかった.

第3研究室 (岡)

A) 概念的研究目標: 稲における進化と発育

B) 本年度の主要な作業

1) 数量分類による系統発生の推定 (森島): 昨年度から継続,繁殖様式から相対進化

速度を仮設的に求める方法を考案し,ほぼ結論に達 した.結果をとりまとめて国際遺伝学

会 (シンポジウム)で発表した.

2) ダイアレル交配などによる集団内遺伝変異の調査 (森島): 野生稲集団内の遺伝的

変異の形態を知るため,2つの集団のそれぞれから約 10個体を選んでダイアレル交配を

行ない,その Flと F皇とを種々の形質について記録した.またそのデータの分類から結
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論を求めた.多年生集団には多量の優性効果による分散が見出された.しかし実験規模が

小さすぎたため正確な結論は得られなかった.人件費予算が全くない現情ではこの種の研

究は不可能に近いと考えられる.(結果は未発表)

3) 成長曲線の遺伝的変異とその収量決定要因に対する効果 (岡･森島): 従来からこ

の種の研究を志していたが,労力の制約から不可能であった.本年は幸に国際稲研究所か

らこの研究に役立つデ-タを貸与され たので,それを分析した.稲の籾収量は ｢需要要

因｣と ｢供給要因｣の相互関係によって決定され,それぞれの要因は成長曲線の型によっ

て支配されることがわかった.一定の栽培条件では成長曲線の型は遺伝的に決定される.

(未発表)

4) アイソジーニク系統の育成と調査 (岡): 品種間の Fl不稔性を起す遺伝子と数個

の標識遺伝子をもつアイソジ-ニク系統を,1963年以来,台中65号を母本として戻 し交

雑によって育成してきた.本年は B6から BIOの間の世代をとり扱った.Fl不稔性を支

配する遺伝子は岡が従来仮説的に指摘 したとおりであることがわかった.(国際遺伝学会

で発表)

5) 生理的隔離機構の研究 (朱): 栽培稲とその近縁野生種の系統の間には Fl不稔性,

Fl弱勢,Fl肱の発育停止,さらに Fヱ以後の雑種崩壊など,種々の雑種における発育異

常現象が生殖的隔離機構を形成している.その分布と変異を調査すると共に遺伝子分析を

行なった.さらに隔離障壁を越えておこる導入交雑の形態やその繁殖様式との関係を調査

し,稲には一部に自家不和合性のものがあることもわかった.朱耀源はこの研究によって,

10月末東京大学から農学博士の学位を与えられた.(一部を国際遺伝学会で発表).

6) アイソザイムの変異と遺伝 (B.ち.シャヒー): 稲属各種の約 500系統についてパ

ーオキシデース,アシドフォスファテ～スおよびェステレ-スに属するアイソザイムを調

査し,また雑種の調査から遺伝子分析を行なった.調節遺伝子が確認されたが,それは高

等生物における最初の発見であろう.結果のとりまとめは年末以後になるので来年度にさ

らに報告する.(一部を国際遺伝学会で発表)

7) その他の項目

a) 稲の系統保存- 過去ロックフェラー財団研究費などによって集めた約 20種,

3,000系統を種子冷蔵,株保存および種子繁殖によって保存,それらの記録を整理保存し
ている.予算において人件費がはなはだ不足し物件費はむしろ多過ぎる.このため十分に

保存の目的を果していない.現状では,貴重と言われるこれらの系統は5カ年後には半減

するであろう.

b) 国際遺伝学会における稲の展示と ｢植物の進化機構｣に関するシンポジウムの準

備は本年度の主要な作業の一つであった.

F. 変 異 遺 伝 部

変異遺伝部においては,各種の放射線や化学物質による突然変異の誘起秩構とそれに開

通 した分野の研究を行なっている.本研究部は三つの研究室からなり,第 1研究室では主



32 国立遺伝学研究所年報 第 19号

としてマウスにおけるイオン化放射線による変異率の評価に関する研究を,第2研究室で

は植物煩を材料として線質を異にした放射線による変異誘起効果の比較的研究,また第3

研究室では徴生物系を用いて,変異誘起因子の遺伝子DNA レベルの作用特性の解析を行

なっている.

人事の面では,前年末転出した向井研究員に代って,本年4月より定家研究員が第3研

究室において微生物を材料とした研究を開始した.

速中性子発生装置など各種放射線機器の運用については,前年に引続き,非常勤研究員

の阪大近藤教授および広島大竹下教授の協力をえた.

第 1研究室 (土川)

1) マウスの骨異常を指標とした放射線誘発突然変異率 (土川): CBA系雄 (野生型)

に中性子,またはⅩ線を照射し,PW 系雌 (テスタ-,6標識遺伝子をもつ)と交配して

得たFlで,可視突然変異を調査後,40日令で頭･頚 ･第3胸椎骨を含む部分をパパイン

処理,その他の部分はアl)ザリン･レッド染色法により骨格標本をつくり異常をしらべた.

外観から骨異常の推測できるものについては,後代検定により突然変異を確認したが,

大部分のものについてはこの方法が適用できない.しかも標本から検出した骨異常のうち

には,胎児期での他の要因による発生異常等も当然含まれているので,骨異常を次のよう

な規準で分析し突然変異を推定 した.1) 全標本中に1例のみ認められた頭骨,脊椎骨に

関する異常を示すもの, 2) 頭骨,脊椎骨,胸骨および肋骨について,極めて稀にみられ

る異常,または低率に現れる骨のminorvariationを複数にもつもの,3)四肢の骨に関

して,異常を両側性に示すもの.

Postspermatogoniaの時期に,14.1MeV速中性子とⅩ線を照射した群からの標本のう

ち,これまでにその1部を調査したが,前述の規準による異常の区分で推定された突然変

異の頻度は,明らかに無照射群に比して高く,線量依存の関係も認められ,突然変異率は

7.9-8.4×10-5/gamete/radで,Ehlingと同じオ-ダーの結果が得られた.なお Sper-

matogonia照射群からのものも含めて,全標本の調査をつづけて行なっている.

2) マウスにおける 14.1MeV速中性子の RBE(土川): 特定研究 ｢速中性子および

原子炉放射線の生物効果比｣の分担研究とも関連し,骨異常を指標として推定した優性突

然変異率について,Postspermatogoniaの時期の照射では,Ⅹ線に対して 14.1MeV 中

性子の RBE値は約1.6で,さきに得られた spermatozoa照射による優性致死突然変異

率での RBE値 1.8にかなり近いことを認めた.

3) Urethaneの優性致死誘発作用に関する検討 (土川): さきに行なった崎形誘発の

研究に関連して,Urethaneの優性致死誘発作用を検討した.

CBA および C3HeB/Fe 系雄に Urethaneを1回腹腔内注射し,注射後 6遇まで

BAL古/C系雌に交配して,妊娠雌を開腹し生存胎児数と黄体数から優性致死をしらべたと

ころ,その誘発作用は認められなかった.この実験を行なっている途中で,Bateman の

同様の研究についての報告に接したが,やはり同じ結果が示されている.

4) 突然変異 `̀roan''雌についての内分泌学的検索(土川): 14.1MeV速中性子242.5
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rad,spermatogonia照射群から検出した突然変異 "roan"は,ホモのとき幼時の毛色は

極めてうすい着色を示すが,やがて黒眼白色毛となり,雌のみ不妊で卵巣は非常に小さく

膿胞はみられないのに,子宮,腹は組織学的にも明らかな発情期を連続して示す.そこで

塩野義研究所の三宅の協力を得て内分泌学的な検索をはじめた.

まずホモ雌の卵巣をすべて除去すると,間もなく発情間期を示すようになるが,もし一

方の卵巣を残しておくと,そのまま発情期が継続して示されることから,この連続発情は

卵巣由来の estrogen に依存している事が推測できるが,卵巣の組織学的所見から,es-

trogen分泌細胞についての従来の考え方に問題点のあることを提起するように思える.

また PMSとHCGの注射による superOVulationtestでは,正常幼弱マウスに対して

10070排卵を誘発できる投与量のそれぞれ 40倍量を用いても,ELroan"ホモ雌の卵巣は

勿論のこと,子宮に対 しても何等の反応も認め られず,さらに prOgeSterOne0.5mg/

mouseの投与では約3日間発情間期を示 したが,その後再び発情期にもどった. この場

合 progesteroneが,腫上皮えの estrogenの作用に対して直接括抗的に働いたものであ

るのか,あるいは progesteroneが genadotropinを抑制して,間接的にestrogenの分･

泌を抑えたのか,この点については今後さらに検討を要する.

なお "roan"の記号は,M.C.Green が他の優性突然変異に用いていることが判明し

たので,別の記号にあらためる所存である.

第 2,3研究室 (賀田)

1) DNA レベルにおける変異的損傷の解析 (定家･賀田): 細胞が変異因子の作用を

うけてから,安定な変異体として検出される過程には,DNA 中の前変異的損傷が,核酸

に関する細胞メタボリズムによる修飾や,DNA 複製を介しての変化をうけることがしら

れている.かかる現象をDNA レベルで解析する目的をもって,枯草菌の形質転換の系に

おける変異過程の研究を開始した.まず,前変異的損傷が修復される機能に関する変異株

の分離を試み,イオン化放射線や紫外線による損傷の修復能の低下した遺伝的特質を有す

る株塀の分離に成功した.これらの中には,recombination過程における DNA鎖の切

断や再結合に関与している変異株も含まれることが予備に示された.この株を用いて,イ

オン化放射線,とくにガンマー線による変異誘起機構の研究をすすめつつある.

2) バクテリヤにおける変異機構の研究

a) 高頻度のバクテリヤ変異 ･細胞分裂の制御と放射線感受性 (賀田): 大腸菌 且

coliK12株において,スレオニン要求株 No.1014 より高頻度で生じる復帰変異株煩が

イオン化放射線や紫外線に対して高い感受性を有する現象の遺伝解析を行なった.この放

射線の感受性の増大は,細胞分裂の制御に関して遺伝的変異が生じた結果で,照射後の培

養中にフィラメント型細胞を形成するようになり,大腸菌B棟の Rl+や K12株のlon~

と類似した表現型が観察された.問題の変異は,スレオニン座の truereVerSionではな

く,スレオニン欠規に関する復数のサプレッサ-変異現象を含み,thr1-.1.SuT+Lfgr~(ち

とのスレオニン要求株)車撃墜讐 thr㍍14SuT'Lfgr･(放射線感受性,フィラメソト形成型

の復帰株)で示される.ここで suT+L は thr･1eu額域に存在するサブL,ッサー遺伝子で･
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amber型でも ochre型でもない.fgrは galと try との間にあり,fgr十の状態で

SUT+L株の増殖を促進する.

b) 8BP崩壊と突然変異誘起 (賀田･林): 生体内における放射性同位元素の崩壊 ･

内部照射の遺伝的影響に関する基礎的研究として,バクテリヤにとりこまれた8BPの崩壊

効果に関する実験を行なった.燃酸欠乏培地中で大腸菌 E.ooliB/rtry-WP2細胞に

種々の量の 82Pを取込ませ,グT)セl)ソ添加の上,-20oCで保存中の致死,復帰変異の

変動を観察した.致死効果に関しては,従来知られているごとく,細胞中にとりこまれた

3BP が一定濃度以下である場合,DNA中の 8BPの崩壊数に比例した致死事象がみられる.

かかる濃度をはるかに越えた高いとりこみにおいて,復帰変異の誘起が観察され,これは

単位細胞外の82P崩壊に伴って生じるβ線の照射効果によっては説明できない.変異型細

胞の遺伝的解析は,復帰変量は ochre型のサプレッサ-変異が主要な部分をしめている

ことを示した.

C) 薬剤による放射線感受性の増大 (賀田): 放射線照射の際,細胞浮遊液中にそれ

自体では細胞毒として働かぬ濃度の薬剤を添加することにより,放射線の致死作用が著し

く増大する現象が知られている.この現象は,がんなどの放射線療法への応用として重要

である.また変異誘発に関する感受性をも高かめることができれば興味深い.あらたな検

索の結果,ヨウ素酸カリウムが放射線の致死効果を著しく増大することが発見された.こ

のものは E.coliB/rや K12株額を用いた実験によって,10-4-10-8M の濃度でガソ

マ一線の致死効果を著しく高かめ,既知物質の中では最も有効であることが確かめられた.

放射線の作用により,ヨウ素酸カt)ウムより放射線損傷の修復を特異的に疎害する活性因

子が生じるのではないかという仮説および,放射線による突然変異現象に対する作用を検

討中である.なお本研究は,tnt.∫.Rad.Biol.に印刷中である.

3) 放射線障害の回復に関する研究

a) 動物組織中の回復酵素の検索 (賀田): 放射線が DNA に与える損傷の一部は,

照射後細胞メタボリズムの作用によって,修復される現象が知られているが,その生化学

的機構は具体的に知られていない.形質遺伝部田島部長,生化学遺伝部桜井研究員の協力

を得て,カイコ幼虫体内の回復酵素の検索を行なった.基質としては,枯草菌の形質転換

DNA をガンマー線照射して用い,これにより抽出した粗酵素液の活性を調べた.混在す

るDNA分解酵素の影響を最少にするように工夫された Invitro系で,アルギエソ合成

辞素に関する遺伝子マ-カーのガソマ一線による失活曲線は酵素処理によってゆるやかに

なる.このことは,粗酵素液中に修復田子が存在することを支持するが,さらに検討が必

要とされる.

b) トウモロコシ花粉の紫外線障害の光回復 (天野): トウモロコシ花粉の紫外線照

射によって生ずる遺伝的障害はより長波長の光を照射することによって減少し,光回復現

象を示す.この光回復の機構をその波長特性から解析するために,334mpから436mfLま

での単色光の効果を調べた.紫外線モノクロメーターに 500W 超高圧水銀燈を光源とし

て用い殺菌燈紫外線 (253･7mFL)6×108erg/mm2を照射した花粉に 3×104erg/mm之か
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ち 1×106erg/mm急の PR光を照射した.微生物での報告と道に光回復は見かけ上 365-

405mFLで少なく,334mfLと436mFLとくに後者で著しかった.変異様式による差は見

られず,全体 :部分,多座位 :単座位各変異で同様な波長特性を示した.花粉自体の吸光

特性の補正について検討中である.

C) トウモロコシにおける紫外線変異障害の単色光による光回復 (藤井): 2537Aの

紫外線で誘発されたトウモロコシの突然変異 (Bz-bz及び Yg2-yg2)は紫外線照射

後に可視光で再照射する事により非常に高い効率で光回復を起す事は既に報告した.引続

きこの材料での光回復が酵素によるか否かを検討す るために,同じ材料を用い,2537Å

の紫外線を 8,000erg 照射後に 3341及び 4047Å の単色光処理を行なって光回復度を

調査した.照射量は両波長共 3×104 及び 1,3×105erg/mm2とし,比較には可視光を

L6×101erg/mm2を照射した.両波長共に照射量の増加と共に無処理に比べてBz-bzの

突然変異頻度が低下し光回復が認められたが,4047A の方が効率がよかった.また全体,

部分両型共に同じ傾向を示した.

2) 植物における誘発変異の研究

a) トウモロコシ wx変異体の解析 (天野): wx遺伝子は高等生物において遺伝子

微細構造の研究が可能な例のひとつである.EMSによる変異体と放射線で誘発したもの

についての結果を国際遺伝学会議において発表した.より多くの変異体を誘発する努力を

続けているが,単一遺伝子の変異体を対象とするため効率が悪い.本年度はEMS処理に

よって-穂 (0.5%)の wx変異体を得ている.

b) 14MeV 中性子によるトウモロコシの突然変異 (藤井): トウモロコシ花粉に中

性子を照射してえられた旺乳形質 (Bz-bz)突然変異の結果については既に報告したが

(年報 18号 32-33頁),引続きこの照射によって生ずる芽生での Yg2遺伝子の突然変

異頻度を調査した.照射量は 14MeV 中性子を 69-1,075rad間に9区を設け,比較に

は γ線 290-1,450radを照射した.線量対突然変異頻度から推定すと中性子のRBEは

約5となり腫乳形質でのそれとほぼ等しい値となった.通常高等植物での RBEは 10以

上と高いが,アラビドプシス種子による致死効果の実験では水浸種子で RBE値が低下し

た (年報 18号 33貢). これらの結果を併せて考察すると LET の高い放射線において

も水分含量が影響することが想像され,高等植物では主として気乾種子を材料としたこと

が高も､RBEの原因の一つではないかと想像される.

C) γ線分割照射による突然変異頻度の変動 (藤井): トウモロコシBz系統の花粉

に γ線 1,400radを 700radずつ,14MeV 中性子 600radを 300radずつ,それぞ

れ2回に分け照射し,分割の間隔を 30,60及び 120分とり,一時照射のものと変異頻

度を比較した.γ線では一時照射に比べ休止の間が長くなるほど頻度は低下し,一時照射

での 2.370が 120分休止の分割照射では 1.6% となったが,中性子では一時照射 3.370

に対し120分休止区では 3.070と殆んど差が見られなかった.すなわち分割によりγ線

誘発障害の回復が認められたが,LETの高い中性子では 120分迄の休止では回復は起ら

ないと言える.なお調査に用いたBz遺伝子は腫乳の色に関するもので粒全体及び粒の-
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部のみが変化した2種類の異常が検出される.γ線の場合には全体,部分両突然変異共に

分害恥こよる変異頻度の低減がみられた.

d) トウモロコシ花粉のr線照射による受精力の低下 (藤井): 従来のトウモロコシ

花粉を材料とした紫外線実験では,着粒率の低下するような高線量域で突然変異頻度が平

衡状態に達するかあるいは低下する現象が見られるが,これには処理による花粉の受精力

低下の影響が懸念される.そこでBz遺伝子をもつ2系統のうちの一方にγ線を照射して,

これを無処理の他方の花粉と等量に混合し,劣性ホモの雌に交配して着粒率及び突然変異

頻度を調査した.雄の2系統は他の標識遺伝子がありFlが黒色及び白色粒となる事で両

者の区別が可能である.

無処理を混合したものでは黒色粒が全粒の 8970と多かったが,花粉の大きさは両者ほ

ぼ等しいので競走力の差によるものと考えられる.黒色の系統に3及び5kR照射して同

様に交配を行なった結果,線量と共に黒色粒数が減少し,5kR 区では両者ほぼ等しくな

り,照射による受精力の低下が認められた.一方突然変異についてみると,これらの線量

では着粒率が低下するにもかかわらず変異頻度の上昇はゆるやかにはなるものの低下は認

められず照射花粒の単独交配でも同様の結果がみられた.すなわち Bz-bzの変異をも

つ花粉が特に受精力が低下するとは考えられない.これらのことから,紫外線による変異

は模作の異なる事が想像される.

3) 植物および組織の培養 (天野･藤井 ･賀田): 植物を材料とした突然変異機構の研

究の能率の向上のため,室内で多数の個体の遺伝的解析を可能ならしめる材料についての

検討を続けた.アラビドプシスに関しては,培地に糖を与えすぎると生育が異常になるこ

と,光が弱いと種子が充分得られないことなどを認めた.ガラス製のキャップを用いるこ

とにより,これらの点の改良につとめている.またイネ･ムギなどより半数体の細胞培養

を行ない,これを用いて変異誘発の実験を行なう工夫を行ないつつある.イネの板より無

限培養されたカルス (名大谷田沢株)では Erikssonの液体培地を用い,1/7rpm程度の

ゆるやかな回転培養によって,かなり分散された細胞分散液を得られたので,細胞レベル

における放射線遺伝学的研究の材用に用いられよう.

G.人 類 遺 伝 部

人類遺伝部は2研究室からなり,第 1研究室では人塀の正常ならびに病的形質について,

第2研究室では人類の染色体異常について,それぞれ遺伝学的研究がなされている.その

はか,随時に一般市民からの遺伝相談に応じている.

人事の面では,米国インディアナ大学に留学して,ヒト血清蛋白の分子遺伝学的研究を

行なってきた篠田 (友孝)が5月に帰朝した.松永は9月24日より30日まで,スイス国

ジュネ-グ市で開催の WHO(世界保健機構)専門家会議に出席し,｢遺伝相談｣に関す
る報告書の作成に協力した.

今年行なわれた研究の概況は下記の通りであるが,これには文部省科学研究費並びに厚

生省特別研究費の援助を受けた.
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第 1研究室 (聴束)

1) わが国の優生保護法の評価 (松永)I. この研究は,人口傾向の遺伝的影響に関する

研究の一環として行なったものである.わが国の優生保護法は,人口妊娠中絶と断種の適

用を合法化したものであるが,その目的には公衆衛生の立場からの母体保護と,優生の立

場からの遺伝病の発生防止という,二つの側面がある.しかし実際には,母体保護の名の

下に妊娠中絶が広く行なわれていることは周知の通りで,これによって日本の人口動態に

紘,出生率と死亡率の低下など著しい変化が起っており,それがまた間接に子孫の遺伝的

構成に影響する筈である.これについては前年度までに種々の角度から分析したので,今

回は優生保護法がどの程度,本来の優生の目的に利用されてきたかを,優生保護統計の資

料に基づいて評価してみた.詳細は日本人類遺伝学雑誌13巻3号:189-200,1968に英

文で発表した.

2) 皮膚紋理の発生遺伝学 (松田･松永): 指掌足虻にみられる皮膚紋理は,胎生4-

5カ月頃に完成し,以後一生を通じてほとんど変らないから,発生初期に働く遺伝と環塙

の両要因を分析するのに好都合な形質である.この研究は昨年度に引き続くもので,今年

は更に正常な日本人男女各 100名,ドイツ人男女各 100名の資料について,指紋の隆線

億にみられる性的変異を分析した.その成績の一部は9月に行なわれた第8回国際人類学

会で発表した.なお現在家系資料を用いて,親子 ･同胞間の総隆線値に関する相関を分析

している.

3) 親子鑑定に関する研究 (松永): 文部省科学研究費総合研究班の一部として行なっ

たものである.最近,産院における子の取り違え事件が目立つようになってきたが,そう

した場合の鑑定法の遺伝学的な規準について研究している.

4) 人類の遺伝生化学的研究 (篠田): ヒト血液の遺伝的多型形質と免疫グロブリソの

構造について,つぎの研究を行なった.

a) フォスフオグルコミューテ-ス型: ヒトの溶血液を デソ粉ゲルで電気泳動し,

フォスフオグルコミュ-チ-スの活性をみると3群 (PGMl,PGM2および PGM3)に分

かれるが,変異がみられるのは主に PGMl群である.健康な日本人360人の血液試料に

ついて調べたところ,PGMlの3型の出現率はそれぞれ 1型223人,2-1型113人,2型

24人であった.したがって,遺伝子頻度はPGMl1-0.776および PGM12-0.224が得

られる.

b) 酸性フォスフアタ-ゼ型: 血球酸性フォスフアクーゼには 6型が知られている

が,日本人集団ではそのうちの3型 (A,AB,B)しかみられず,遺伝子 Pcの頻度につ

いてははっきりしない.特にこの点を明らかにするために再調査を行なった.健康な日本

人612人の血球試料を分析したところ,A型26人,AB型192人,B型394人であり(逮

伝子頻度 P4-0.199;Pb-01801)その他の型は全くみられなかった.このことから,
日本人集団における遺伝子 Poの頻度は極めて低いものと思われる.

C) 免疫グロブリンの分子構造: 昨年度に引き続き,免疫グロブリンの一次構造と

遺伝的変異との関係を調べた.マクログ72ブ1)ソ (分子量約 19万;(K2FLB)5)を化学的手



38 国立遺伝学研究所年報 第 19号

段で開裂して9個の小断片にした後,特に〃鎖のN末端に由来すると思われる部分の一次

構造を決めた.i)N末端はブロックされていて,ピpI)ド./カルポソ酸であった.ii)K,

}鎖などと同様な分子の対称性がみられた.iii)ジスルフィド結合の様式,半シスチンの

位置も遺伝的に保持されていた.iv)γ鎖との共通性は,アミノ酸残基 1-84についてみ

ると約 70% であった.一方,カルボキシル末端8残基についてみるとγ鎖との共通性は

全くなかった.

第2研究室 (松永)

1) ダウン症候群の細胞遺伝学的研究 (菊池･大石･松永･外村): 前年度に引き続き,

国立国府台病院,および 2,3の国立大学附属病院の協力を得て,ダウン症候群患者の染

色体研究を行なった.今年度に追加された症例は約200例で,総計すると700例である.

その結果は 2ト ト1)ソミ-を示すものが 657例, クラインフェルター症との合併症が2

例,種々のモザイックが7例で, これらを合計すると666例 (95.170)となる.残りの

34例 (4.970)が転座型で,t(DqGq)型が 18例と t(GqGq)型が 16例であった.これ

らのうち500例については詳細を近く発表の予定である.

次に 34例の転座型のうち,いままでに 31例について両親の染色体検査を行なった.

t(DqGq)型 16例とt(GqGq)型 12例では,両親はともに正常な核型を示し,原発性転

座と確認された.一方,t(DqGq)型5例と t(GqGq)型2例では母親が, また 2例の

t(DqGq)型では父親が転座染色体の保因者であることが判明した. これら9例の続発性

転座型について家系調査を行ない,保因者の検出,転座染色体の由来などについて調査を

行なっている.さらに原発性転座型の患者出生時の両親の年令について調べたところ,母

親の平均年令あるいは年令分布には,一般集団との間に差は認められなかった.このよう

な染色体転座は,母年令とは関係なく卵子形成の際に生ずるものと思われる.これらにつ

いても近く発表の予定である.

2) 先天異常者における染色体研究 (大石･菊池 ･熊谷･柴田): 前年度に引き続いて,

各種の先天異常患者の染色体分析を行なってきた.本年度の調査のなかで特記すべきもの

は,Eグループの染色体の短腕部が欠失した1症例である.これは5才5カ月の男児で,

主要な臨床症状は,知能の発育遅滞,保儒,斜視,限腺下垂,限内角賛皮,鞍鼻,耳介の

異常,鶴歯,小顎および短頭である. 同様な症例は Grouchyら (1963)によって初めて

報告されたが,本邦では初めてである.また,性染色体の異常としてほ,2例のターナー

症候群患者のうち,1例は 12才の女子で,Ⅹ0(64.570)と ⅩⅩr(35.570)の性染色体構

成をもったモザイック個体であることが判明した.他の1例は20才の女性で,46,ⅩⅩp-

の染色体構成 (1個のⅩ染色体の短腕部が欠失)をもっていた.目下,これら構造的異常

を示すⅩ染色体と,末しょう血の多核白血球にみられるドラムスティックについて,詳細

な細胞学的調査を進めている.

3) 構造的異常を示すⅩ染色体のオートラジオグラフィーによる研究 (菊池･大石･山

田*): これまでに染色体調査を行なった種々の性染色体異常のうち,Ⅹ染色体のペリセ

*東京医科歯科大学,遺伝病研究施設,染色体異常研究室
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ソトリック逆位と推定された症例について,オートラジオグラフ法により,異常染色体の

複製について調べた.この結果,異常染色体が後期複製をすることから,これにⅩ染色体

が関与することは疑いないものと考えられるので,複製パターソの詳細について目下検討

中である.また,リソグⅩ染色体,Ⅹの短腕の欠失,長腕のイソ染色体などについても同

様な研究を行なっている.

H. 微 生 物 遺 伝 部

微生物遺伝部では,細菌およびバクテリオファージを用いて,遺伝子の微細構造および

遺伝子作用の調節政横の問題を中心に研究を行なっている.また突然変異細菌株の系統保

存もその任務の一部としており,昨年度に引きつづき文部省系統保存費の補助を受けて,

保存設備の拡充を行なった.

研究員構成は昨年度と変わ りな く,山口滋が特別研究生として ｢遺伝子微細構造の研

究｣に協力した.また第2研究室の鈴木研究員は,引きつづき米国パジュー大学で客員研

究員として,｢細菌べん毛の生合成に関する研究｣を,H.Kofner教授と協力して進めて

いる.

今年度行なわれた研究の概況は下記の通りであるが,これらの遂行に当たっては,文部

省科学研究費の補助によるところが大きい.

第 1研究室 (飯野)

1) フラジェT)ソ遺伝子 (Hl)の微細構造 (飯野 ･山口): g複合抗原決定遺伝子を1

相に導入した Salmonellaabortus-equiの1相安定菌 (Tr6,Tr16および Tr17)より

琴曲型突然変異株およびHlに近接した Pa-突然変異株を分離した.それらの相互導入

により,フラジェリン遺伝子内におけるべん毛抗原決定群とべん毛形態決定域の相互配列

を次のように推定した.jlaA- ･･92-grgrt-(98,I,95,m)-Cy- -jlaL･さらに,昨年度

に引きつづいて組換体のフラジェリンのペプチド分析を指紋法によって行ない,抗原およ

び形態の特異性に対応するペプチドの同定をこころみた.得られた結果の一部は J.gen.

Microbiol.に投稿,印刷中である.

2) Hlに近接した jla遺伝子群の遺伝地図 (山口･飯野): べん毛形成調節遺伝子

jlaには 10個のシストロンがあり,そのうち大部分がフラジェリン遺伝子 Hlの近辺に

あることが知られているが,それらの配列順序についての確定的なデータはまだ得られて

いない.そこで,Hlに最も近接した jlaA,B,Dおよび Lの4シストロンについて,

欠失突然変異および三点交雑により,各シストロソの配列順序決定並びに微細構造地図作

成を行なった.これまでに得られた結果では,配列順序に関しては,-jlaD-B-A-Hl-L-

が最も妥当と思われる.

3) べん毛の形態形成 (飯野): invitro再構成系によって,フラジェ.)ソよりべん毛

織経を形成させる研究は,引きつづきサルモネラ菌を用い名古屋大学朝倉昌,江口吾郎両

氏と協力して行なった.直線型突然変異べん毛のフラジェリンと正常型べん毛のフラジェ

I)ソとを共重合させると,両種フラジェ1)ソの混合比により,正常型より波長の短かい4



40 国立遺伝学研究所年報 第 19号

種燐の波型の何れかのべん毛が再構成されることを見出した.混合比を連続的に変化させ

ても,それらの中間型は見出されない.この事実はフラジェリン分子のとり得る安定な立

体構造が非連続的な数種の型に限られることを示唆している.

べん毛成長の方向性に関しては,すでに invitroの成長がべん毛の一端でのみ起こる

ことを報告したが,さらにこの端は細胞より生じているべん毛の先端に相当することを見

出した.引きつづいて,para･飢10rOphenylalanineを与えると,正常型べん毛を生ずべ

き菌が琴曲型べん毛を生ずる現象を利用して,invivoでのべん毛の成長も先端で起こる

ことを確認した.またべん毛の成長速度はべん毛の伸長に伴って減退するが,これはフラ

ジェリン分子がべん毛繊維内を通って先端に達するための運搬の効率が,運搬距離の増大

に伴って低下することによると推定した. これらの研究の一部は J･gen･Microbiol･に

投稿,印刷中である.

4) フラジェリンのN末端アミノ酸決定並びにプロムシアンによる分解 (山口): gt抗

原性のべん毛をもつ Sal桝Opnellaabortus-equi l相安定菌 Tr6株からフラジェリンを

分離し,アミノ酸分析,N未アミノ酸決定,およびプロムシアンによるフラジェリンの開

裂を行なった.

N末端アミノ磯は DNP法により,アラニンであることがわかった.フラジェリンの分

子量を 40,000 とすると,アラニンの回収率から,プラジェリン1分子当たり1個のN末

端アラニンがあると推定される.

アミノ酸分析によれば,gt-フラジェリンは1分子当たり2-3個のメチオニンを含む.

ペプチドをメテオニソのカルボキシル側で切断する化学開裂剤として知られるブT]ムシア

ンを用いて gt-フラジェリンの断片化を試みた.8070ギ酸中でフラジェリンをプロムシ

アン処理し,セファデックス G-75カラムを用いて,0.2N酢酸で分画したところ,ニン

ヒドリン反応陽性の三つのビ-クが認められた.

5) 細菌の運動性に関する遺伝学的研究 (榎本): 非運動性突然変異体 (noり を親株

として多数の無べん毛突然変異抹(βα-)を分離する方法が前年度迄の研究で確立された

ので,引き続き得られた mot-jla一重複突然変異体について研究を行ない,野生株から

の導入によって生ずる不稔導入体の発生頻度が no卜 とPa-の遺伝子間距離によって異

なることを明らかにした.このことは,導入実艶で組換えを必要とせずに染色体地図作製

ができることを示しており,細菌の接合中断実験と共に特異的な地図作製方法になると考

えられる.現在この現象の物理化学的基礎づけを計画している.

6) 凝集反応を利用した非運動性突然変異株の分離 (榎本): 遺伝的に運動性を失った

細菌集団から特異的なべん毛抗原をもつ非運動性突然変異株 (no卜)を分離することはこ

れまで非常に困難であったが,標記の方法により可能になった.分離を目的とする 仇Ot一

株と同じべん毛抗原を もつ死菌並びにそのべん毛に対する抗体を調製し, 目的 とす る

mot一突然変異株が少数存在すると思われる細菌培養液に加え,肌Ot-株を死菌と共に凝

集,沈降させる.1回の処理によりnot一株は約 10倍に濃縮されることが明らかとなっ

た.この方法により 仇Ot一 重複突然変異株の分離が可能となりまた任意のべん毛抗原遺
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伝子を導入された mot一株の分離も可能となった.

7) 普遍導入77-ジに関する研究 (榎本･山口): サルモネラ菌ファージ P22がに

なう宿主菌染色体断片の遺伝的構成について研究を進め,サルモネラ菌種間では断片の遺

伝的構成に違いがあることが示唆された.結果は GeneticalResearchに投稿,印刷中で

ある.

第2研究室 (飯野)

1) フラジェリンのinvitro生合成に関する研究(鈴木): 大腸菌の抽出液とBacillus

puniluSの RNA 分画との混合系について14C-ロイシンを標識とした場合に,アミノ酸

の蛋白-の取 り込みが極めて効率よく行なわれる条件を確立した.この系を用いてフラジ

ェリン合成を特異的に検出するために,invitroで合成された蛋白を pH2で処理後,

担体として加えたフラジェリソと共にべん毛に再構成させ,純粋なフラジェリソ分画を得

る方法を開発しつつある.

2) 栄養素感受性突然変異体の研究 (石津): ネズミチフス菌のアルギニンとウラシル

に同時に感受性を示す突然変異体の形質発現の機構を明らかにするために,いろいろな培

養条件下で復帰突然変異体が現われる頻度,および生じた復帰突然変異体の性質を調べた.

復帰突然変異体は,アルギニンとウラシルの両合成系が完全に抑制された条件のもとでも

っとも現われにくく,逆に両合成系が共に抑制を解除される最少培地中でもっとも現われ

やすい.いずれか一方の合成系だけを抑制した時には頻度は中間値を示した.一方アルギ

ニソだけを,あるいはウラシルだけを加えた培地に生じた復帰突然変異体と思われる集落

からの分離培養について性質を調べたところ,いずれの場合にも両感受性を同時に失った

完全な復帰変異体は1割以下で,大部分は片方だけに対する感受性を失っているか,逆に

要求性を持つようになっていることが見出された.さらにアルギニン添加培地上で得られ

たコロニーについては,大半がまったくもとと同じく,両物質に対して感受性であること

が明らかになり,この突然変異形質の発現の機構がかなり複雑で,わずかな培養条件の差

によって大きく影響を受けることが知られた.

Ⅰ.集 団 遺 伝 部

集団遺伝部においてほ生物集団の遺伝的構成を支配する法則の探究,すなわち,集団遺

伝学の研究を行なっている.本研究部は2つの研究室からなり,第1研究室では主として

進化機構に関する研究を,第2研究室では人類を含めた生物集団の数理統計に関する研究

を行なっている.

本年は夏に東京で開かれた第 12回国際遺伝学会に関連し,皆それぞれに多忙であった

が,同時にまた多くの研究成果も上がり,記念すべき年であった.5月 30日には部長木

村が日本学士院より｢集団遺伝学の理論の研究｣により学士院賞を授けられた.また,木

村は国際遺伝学会の組織委員の一人としてプログラム編成を担当した.研究員丸山および

安田は共に国際遺伝学会で研究発表を行ない,また安田はその後-ワイ大学で行なわれた

｢遺伝学における電子計算機使用についての国際会議｣に出席のため アメリカ合衆国に8
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月31日から9月15日まで出張した.昨年来,学振研究生として ｢選抜限界についての理

論的研究｣の題目で集団遺伝部の研究に参加して来た太田朋子は本年も引続き同じ資格で

研究を続け,成果を国際遺伝学会で発表した.8月の国際遺伝学会の前後に訪れた外国学

者の内,ウィスコンシン大学の J.F.クロウ教授とノース･カロライナ大学の向井輝美博

士は共に短期間であったが研究室に滞在され,学問的な討論を通して啓発されるところが

多かった.また,学会後の8月 31日に,集団遺伝学数学的理論の建設者の一人として高

名なウィスコンシン大学の S.ライト博士が研究室を訪ねて来られたのも忘れ得ぬ思出で

ある.

第 1研究室 (木村)

1) 集団遺伝学から見た分子進化の速度 (木村): 種々な系統関係にある生物群の間で

相同な蛋白分子のアミノ酸配列を比較することによって,進化を論ずることが最近盛んに

なった.本研究は集団遺伝学の立場から分子進化の資料を分析し,新らしい知見を得るこ

とを目標にして行なわれており,本年は特に進化の過程における遺伝子の集団中における

置換進度を推定した.その結果,置換に関する突然変異遺伝子の多くは 自然淘汰に対し

てほぼ中立で,進化の過程で遺伝的浮動が重要な働きをしているとの結論に達し,詳細を

NATUREに発表した.

2) 分集団に消失や分裂の起る場合の遺伝子の固定確率 (丸山･木村): 集団自体に消

失や複製 (分裂)が起らない場合の遺伝子の固定確率は木村 (1957,1962)によって求め

られている.ここでは遺伝子頻度の函数によって決まる確率で各々の集団自体が消失や複

製の可能性がある場合について遺伝子の固定確率をコルモゴロフの下向方程式を用いて求

めた.

3) 集団が分集団に分かれている場合の異型接合体の減少に関する固有値について (丸

山): 分集団が円周上に並び毎代互に隣接する分集団の間に一定の割合で移住が起る場合

については,定差方程式,微分方程式および摂動法を用いて,固有値およびそれに伴うベ

クトルが求められた.これらは計算機による数値解とよく一致することも確められた.そ

の後,上記の方法とベクトル空間のテンソル積を用いて,分集団が直線分上または短形平

面上に配置されている場合についても解析ができることが分かり数値的にも解の正しい事

が確かめられた.

4) 有界な飛石状模型の解析 (丸山): いわゆる飛石状模型 (SteppingStoneModel)

は木村によって提示され,その後,木村-Weissによって無限の長さを有する場合につ

いて解が求められた.ここでは一次元の有限の長さを有する Modelの集団間の共分散を

位相解析で知られている正値核函数の表現を応用して求めた.理論式を逐次代入法とモン

テカルロ法によって数値的に調べたところよく一致する事がわかった.これを多次元で有

界な SteppingStoneModelにも発展させ解く事ができた.それは更に帯状に細かく長

い棲息地に対する解析なども可能にした.

5) 非対称的移住率を有する SteppingStoneModelの解析 (丸山): 木村-Weiss

による SteppingStoneModelの解析には移住率の対称性が仮定されている.この仮定
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をゆるめて,非対称的な移住率の仮定のもとに,相関,分散を求めた.方法としては巡回

行列とそのスペクトル分解を応用した.

6) 突然変異遺伝子が固定する(集団全体にひろがる)までに要する時間 (木村･太田):

有限な大きさの集団中に出現した突然変異遺伝子が固定または消失するまでにどのくらい

の時間 (世代)を要するかという問題は進化遺伝学上重要であるが,固定する場合と消失

する場合とにわけて,′それぞれについてどれ程時間がかかるかということはこれまで明ら

かにされていない.われわれは拡散方程式の方法によりこの問題の解を得ることに成功し

た.また,モソテ･カルロ実験によって解の正しいことを確かめる研究も行なった.詳細

は GENETICSに発表されることになっている.

7) 有限集団における連鎖不平衡 (太田･木村): 集団中に連鎖不平衡の生ずる原因と

しては,エビスタシスと遺伝的浮動とが考えられる.前者については,これまで多くの研

究が無限大の集団を想定して行なわれたが,後者については英国のHillおよびRobertson

やわれわれによって最近ようやく始められたばかりである.われわれは拡散方程式の方法

により連鎖不平衡の期待値が時間とともにどのように変化するかを明らかにした.詳細は

GENETICALRESEARCHに近く発表される予定.

8) 遺伝子の固定確率 (木村･太田):

a) 昨年に引続き2遺伝子座における固定確率について,電子計算機の助けをかりモ

ソテ･カルロ実験を行なっている.とくにエビスタシスがある場合の固定確率については,

いろいろな種煩のエビスタシスを想定して実験を行ない問題を検討中である.

b) 適応度が時間とともに変化するような突然変異遺伝子の固定確率はいまだわかっ

ていない.われわれは指数函数的に適応度が下っていく場合について拡散方程式を用いて

解答を得ることに成功した.

第2研究室 (木村)

1) 親子の出生地問の距離分布 (安田･木村): 昨年に引続き,静岡県三島市役所にお

いて戸籍を用いて出生地を調べているが,その一部の父子および母子の出生地間距離を計

算し,その分布を求めた.それぞれ988対の距離分布は,距離零の近傍を除き,ほぼ正規

分布で近似されることを示唆した.より詳細な結果を得るため,現在,調査を継続中であ

る.

2) 配偶者の出生地問の距離分布 (安田･木村): 昨年に引続き,調査を行なっている

が,統計的処理を簡単にするため,電子計算機のプログラム開発を進めている.なお,本

年度迄に調べた夫婦は8,000組を越えた.

3) 電子計算機プログラムの開発 (安田): 資料の収集は煩雑な統計処理を伴なうので

誤りを少なくするため,種々の電子計算機プログラムの開発を進めている.すでに完成し

ている遺伝子頻度推定のプログラム(G-TYPE)に加え,本年度は丸山研究員の協力を得

て,親一子の記録をもとにして個体の近交係数および個体間の親縁係数を求めるプログラ

ム (PEDIGRE)を開発した.これは簡単な Graphtbeoryの性質を応用したもので戸籍

調査に応用する予定である.その他,同姓結婚率からの近交係数の計算や遺伝様式の決定
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などの統計遺伝学上の諸問題に必要なプログラムの開発を進めている.

4) 日本における色神異常者の分布 (安田): 文部省が毎年 だす ｢学校保健統計報告

書｣によると色神異常者の年令分布は男子では6才より12才まで色神異常者の率がふえ

ており,以後一定の頻度 3.92±0.0270におちついている.一方,女子では同じ傾向がみ

られるが 12才を過ぎると今度は逆に減少している.こうした年令による変化は色神検査

上の技術的誤りのみで解釈し難く,色盲遺伝子発現に生理的な要因が関係していることを

示唆する.なお,12才-14才男子の色神異常者の頻度は全国的にほぼ一定で頻度の勾配

はないように思われるが,現在,詳細にわたって分析中である.
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ⅩⅠⅠInternationalCongress
ofGenetics

日本遺伝学会第 40回大会

日本育種学会第 34回講演会

日本農芸化学会昭和 43年度
大会

ⅩⅠⅠInternationalCongress
ofGenetics

InternationalSymposium
onGeneticEffectsof
RadiationandRadiomimetic
Chemicals

日本遺伝学会第 40回大会

日本遺伝学会第 40回大会

動物園水族館協会関東東北ブ
ロック研究会

第159回三島遺伝談話会

日本家禽学大会
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彦
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威

康

原

池
石
村
田

池

木

菊
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粟

菊

菊池 康基

基

恒

英
晶
彦

康

英

威

池
石
永
村
田

菊
大
松
外
栗

菊池 康基

木村 資生

木村 資生

木村 資生

木村 資生

黒田 行昭

黒田 行昭

黒田 行昭

CytoplasmicrelationsintheTriticinae

HistoryofbiologyandothersciencesinJapan
inretrospect

遺伝

家族性転座型のダウン症候群に関する細胞遺伝学的研
究

ヒトの染色体複製

家族性ダウン症候群の発生頻度と母年令

Down'ssyndromewithchrom osometranslocation:
itsincidenceamongJapanesechildren

オートラジオグラフィーによる染色体複製の研究

分子 レベルでの進化の速度

集団における遺伝子の置換と分子 レベルにおける進化
速度

集団遺伝学から見た生物進化の仕組

集団遺伝学から見た分子レベルでの進化と変異

癌細胞の組織再合成における細胞選別

マウス･プラズマ膜癌細胞の細胞選別現象

Growthanddi庁erentiationofembryoniccellsof
Drosophila仇elanogasterinvitro

東京プリンスホテ
ノレ

農 業 研 修 所

野口英世記念会会
鰭

国立遺伝学研究所

学士会館本郷分室

東 京 プ リ ソスホテ
ノレ

国立予防衛生研究
所

国立遺伝学研究所

京 都 大 学

静岡県県民会館大
ホ一一ノレ

九 州 大 学

立 教 大 学

京都教育文化セン
ター

東京プリンスホテ
/レ

ⅠIIInternationalWheat
Genet.Symp.

XIIInternationalCongress
ofGenetics

農業技術研修会

日本人額遺伝学会第13回総会

第 159回三島遺伝談話会

ダウン症候群に関するセけ 笥

ⅩⅠⅠInternationalCongress
ofGenetics

冷

満

予研学友会講演会
至高

第159回三島遺伝談話会

京都遺伝学談話会第246回例会

第 14回東海公衆衛生学会総
会特別講演

日本遺伝学会福岡談話会第76
回例 会

日本発生生物学会第1回大会

日本組織培養学会第 25回研
究会

ⅩⅠⅠInternationalCogress
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黒田 行昭

黒田 行昭

黒田 行昭

黒田 行昭
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松永 英

松永 英
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田
沢

永

永

島

松
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芦

松

松

湊

森

森島 啓子

喬島 夏至)

森脇 和郎

:三･:I:-1汗 三一:.I

キイロショウジョウバェ培養細胞の組織特異性と昆虫
ホルモン依存性

体外培養によるキイロショウジョウバェ成虫原基の分化に対するホルモン物質の影響
ショウジョウバェ培養細胞の増殖と分化

発生と遺伝子の働き

Developmentoftemporaryoverdominanceassoci-
atedwithneutralalleles.

指紋の紋型と隆線値の性的変異

小児の遺伝学的カウンセリングの理論と実際

Parentalageandsporadicretinoblastoma

Sexualvariationinfinge,patternsizeandpat-弓
terntypes

精神薄弱と遺伝

遺伝と人生

エリ蚕幼虫表皮細胞にみられるG2ブロック

野生稲 Oryzaperennisにおける系統分岐図の推定

Variationsin breeding sysystem andnumerical
estimationofphylogenyinOryzaperennis

栽培稲および野生稲の集団内遺伝的変異

マウスミエローマ細胞における染色体変化と蛋白合成
プラズマ細胞におけ染色体倍加と蛋白合成の変動

Genedosecompensationinmousemyelomacells

10.ll

10.18

ll.16

8.23

4. 7

5.24

8.26

9. 5

ll.22

ll.30

10.ll

4.7

8.21

ll. 4

2. 3

3.15

8.26

広 島 大 学

国立遺伝学研究所

国立科学博物館

東京プリンスホテ
/レ

野口英世記念会会
舵

広 島 市 公 会 堂

東京プリンスホテ
′レ

全 協 連 ビ ル

国 立 教 育 会 館

県立盤田商業高校

広 島 大 学

東 京 農 業 大 学

東京プリンスホテ
ノレ

大 阪 府 立 大 学

伊 香 保 凌 雲 閣

国立遺伝学研究所

東京プリンスホテ
ノレ

日本動物学会第 39回大会

第164回三島遺伝談話会

国立遺伝学研究所公開講演会

ⅩⅠⅠInternationalCorlgreSS
ofGenetics

日本人類遺伝学会第13回総会

日本小児科学会第 71回総会

ⅩⅠⅠInternationalCongress
ofGenetics

第 18回国際人類学 ･民俗学
会議

第 17回全日本精薄老育成会
全国大会特別講演

文化祭記念講演

日本動物学会第 39回大会

日本育種学会第 33回講演会

ⅩⅠⅠInternationalCongress
ofGeneticsSympsium

日本育種学会第 34回講演会

核と細胞質研究会第3回シン
ポジウム

第157回三島遺伝談話会
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雪害 冨望)

森脇 和郎

:.L.:;. !5.I,;;

森脇 和郎

雪害 雷雲‡

村上 昭雄

村上 昭雄

描 .∴･吊

小川 恋人

小川 恋人

小川 恕人

太田 朋子

太田 泰雄

太田 泰雄

霧島窟享)

マウスプラズマ細胞腫癌における染色体倍加と蛋白質
および RNA合成の変化

マウスミエロ-マ細胞における染色体変動と蛋白合成

マウスプラズマ細胞腫癌の継代移植中における倍数性
の周期的変化

マウス骨髄腫の染色体変異と蛋白質合成

マウスミエロ-マ細胞における倍数性の変化と蛋白合
成

放射線感受性を異一三する系統間の発生初期卵における
放射線感受性の比較

Comparisonofradiosensitivityamongdifferent
silkwormstrainswithrespecttothekillingeffect
ontheembryo.

Hereditarychangeofaneyecolormutantinduced
byDNAinEphestia

セルローズアセテート膜を用いた血清l)ポ蛋白質の泳
動分画法

折紙法とCelluloseacetate法による血清の泳動分画
の相異

新しい Celluloseacetate膜,SerometricsとSarto･
riusについて

Fixationprobabilityofgenesattwolociwith
specialreferencetolinkagedisequilibrium and
epistasis.

CytoplasmicmalesterilityinCapsicum,Petunia
andZea

トウモロコシにおける巨大ノブと転座へテロ染色体の
対 合

稲の突然変異系統問の成長速度の変異とそれに由来す
る器官の大きさのアイソメトリーおよびアロメトリー

享§享…i～tl妻妾 毒

8.21 東京プリンスホテノレ

8.21

8.26

10.8

4.6

東京プリンスホテ
/レ

東京プリンスホテ
ノレ

広 島大 学

東 京 農 業 大 学

日本 遺伝学会第 40回大会

日本動物学会第 39回大会

第 27回日本癌学会総会

第 18回日本アレルギー学会

第 21回細胞化学シソポジウ
A

日本蚕糸学会第 38回大会

ⅩlIInternationalCongress
ofGenetics

XIIInternationalCongress
ofGenetics

第 18回電気泳動学会春季大
会

第 19回電気泳動学会総会

第 19回電気泳動学会総会

ⅩⅠⅠInternationalCongress
ofGenetics

XIIInternationalCongress
ofGenetics

日本遺伝学会第 40会大会

日本育種学会第 33回講演会
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岡 彦-

岡 彦-

岡 彦-

鬼丸富美治

鬼丸喜美治

大島 長造

大島 長造

大島 長道

警菓 空嘉)

酒井 寛一

買蓋喜要義‡

阪本 寧男

阪本 寧男

翫 光劃
琵雷 光歪)

Isogeniclinesofricecarryinggenesresponsible
forintervarietalFISterility

オリザ･サタイバとオリザ･グラべリマの間の染色体
の相同性

水稲之生産能力及生産量穏定性的分析 (中国語)

蚕の照射時期を異にして放射線誘発突然変異体におけ
る生存率の比較

突然変異誘発剤処理の後代に見られた異常分離

幼児に発見された常染色体異常

Persistenceofsomerecessivelethalgenesinnatu･
ralpopulationsofDrosophilanelanogaster

甲府勝沼におけるキイロショウジョウバェの自然集団
の致死遺伝子

遺伝と環境

リンゴの個体内変異と体細胞突然変異 (予報)

Statisticaトgeneticstudiesinforest-trees

柑橘における誘発突然変異の統計遺伝学的研究

IntergenerichybridsinthetribeTriticeae

エチオピア高原と栽培植物の起原

家蚕におけるプチリジソ頼粒膜タンパクのペプチド分
析

プテリジン小胞膜の再構成

8.24

ll. 4

12.12

4.2-3

10.30

4.8

8.26

10. 7

ll.16

4. 6

8.27

ll. 3

8.23

ll. 6

10.8

10.30

東京プリンスホテ
/レ

大 阪 府 立 大 学

中華民国農村復興
委員会

名 古 屋 大 学

岐阜市市町村会館

野口英世記念会会
鰭

東京プリンスホテ
ノレ

広 島 大 学

国立科学博物館

東 京 農 業 大 学

東京プリンスホテ
/レ

大 阪 府 立 大 学

東京 プ リンスホテ
′レ

国立科学博物館

広 島 大 学

者 け い 会 館

ⅩIIInternationalCongress OIo,
ofGenetics

日本育種学会第 34回講演会

稲作試験研究討論会

日本蚕糸学会第 38回大会

日本蚕系学会東海支部研究発
表会

日本人類遺伝学会第 13回総
会

ⅩⅠⅠInternationalCongress
ofGenetics

日本遺伝学会第 40回大会

国立遺伝学研究所公開講演会

日本育種学会第 33回講演会

ⅩIIInternationalCongress
ofGenetics

日本育種学会第 34回講演会

ⅩⅠⅠInternationalCongress
ofGenetics

国立遺伝学研究所公開講演会

日本遺伝学会第 40回大会

第 41回日本生化学会大会
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シャヒー
B.B.

シャヒ-
B.B.

i/ヤヒー
B.B.

篠田 友孝

篠田 友孝

篠田 友孝

篠田 友孝

篠田 友孝

蓋蓋 憲壷‡

田島弥太郎

分裂中期染色体並びにデオキソボ核酸導入の培養晴乳
動物細胞に及ぼす生物学的作用

単離染色体並びにDNAの細胞内導入とその細胞内複
製化について

稲におけるパ-オキシダ-ゼ,フォスファタ-ゼ,エ
ステラ-ゼのアイソサイムの変異

Variationsinperoxidase,acid･phosphataseond
esteraseisozymesinrice

カトマンズにおける稲の収量形質とそのプラスティシ
ティ (変動性)

AminoacidsequenceofAtypeBence-Jonesprotein

AminoacidsequencearoundcystinebridgeofγM
macroglobulin

ガンマグ｡ブリ./の一次構造にみられる遺伝的変異Structurebasisofimmunoglobulinvariability
ヒト免疫グロブ.)ソ鎖の一次構造にみられる遺伝的変
異

サルモネラベん毛と p-別amentの蛋白は同じ一次構
造を持つ

催青温度を異にした蚕における放射線誘発突然変異率
のちがい

Analysisofradiationsensitivityofsilkwormsper一
matogoniaanditsimplicationsinthestudyof
mutation

8.24 東京プリソスホテ′レ

ll.41大 阪 府 立 大学

5.9

5.10

Indiana
University

Indiana
University

8.26 東京プリソスホテ/レ

ミラー'22.-7～:育≡曇 …≡

日本組織培養学会第 26回研
究会

第 21回細胞化学シソポジウ
A

日本育種学会第 33回講演会

ⅩⅠⅠInternationalCongress
ofGenetics

日本育種学会第 34回講演会 撃

BiologicalScienceSeminar

BiochemistrySeminar

第162回三島遺伝談話会

ⅩⅠⅠ∫nternationalCongress
ofGenetics

第 40回日本遺伝学会

日本生物物理学会第7回講演会

日本蚕糸学会第 38回大会

日米科学協力計画によるセミ
ナ-
"Comparativecellulerand
Speciesradiosensitivity" Ul
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田島弥太郎

田島弥太郎

田島弥太郎

窟莞警套封

土川 清

土川 清

志協 和誓)
法巽 光慧)
辻田 光雄

法巽 光慧)
.'LL-.J刊

法巽 光慧葺
渡辺 隆夫

渡辺 隆夫

渡辺 隆夫

-堅-:-:-;I:Il;:I_::-_至_-

Repairinmutationprocessstudiedinlow and
highradiosensitivitystrainsofthesilkworm

Comparisonofmutageniceffects 0f14MeVneu-
trons,γ-raysandsomechemicalmutagensupon
silkwormspermatqgeniccells.

放射線誘発突然変異の生成過程に見られる回復現象

放射線高感受性の蚕の一系統 rbに見られる突然変異
反応

シンポジウム:わが国の実験動物研究成果のまとめと問題点の提起一遺伝
マウスの雌のみ不妊になる突然変異 "roan"について

マウスの系統育成と維持に関する資料

カイコにおけるプテリジン額粒の形成および頼粒膜の
再構成

カイコのプテリジン額粒の遺伝生化学

Geneticand biochemicalstudiesoftheendo-
plasmicreticuluminthesilkworm

家蚕におけるプテリジン額粒の形態形成

カイコにおけるプテリジン頼粒膜の再構成実験

PersistenceofalethalgeneassociatedwithSD
geneinnaturalpopulationsofDrosophilamelano･
gasler

キイロショウジョウバェの自然集団に保有されている
可視突然変異

キイpショウジョウバェの自然集団に保有されている
可視突然変異

Structuralstudiesofthe/JheavychainsofrM
macroglobulin

8･ 30品』京 都 国際会議場
!

10.7-9広 島大学教養部10.7-

9!

広 島大学教養部

2･20i科 学 技 術 館

;二1199i≡芸芸…1.≡芸≡

4. 24. 2

8.21

10. 8

10.31

8.24

9.20

10.7

4.16

名 古 屋 大 学名 古 屋 大 学

東京プリンスホテ
ノレ

広 島 大 学

岐阜県市町村会館

東京プリンスホテ
/レ

国立遺伝学研究所

広 島 大 学

AtlanticCity,
U.S.A.

ⅩIIInternationalCongress g;
ofGenetics

InternationalSymposiumon
GeneticEffectsofRadiation
andRadiomimeticChemicals

日本遺伝学会第 40回大会日本遺伝学会第 40回大会

日本実験動物研究会日本実験動物研究会

日本実験動物研究会

日本蚕糸学会

日本農芸化学小集会

ⅩⅠⅠInternationalCongress
ofGenetics

日本遺伝学会第 40回大会

日本蚕糸学会東海支部大会

ⅩⅠⅠInternationalCongress
ofGenetics

第163回三島遺伝談話会

日本遺伝学会第40回大会

FederationofAmericanSoc.
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美子晶
恒彦

清
美

英
威

由
田
中
村

石

田

山田外
大

栗

lI･lLt1Ei. ･-::.Ji

露 徹蓬)

安田 徳一

安田 徳一

安田 徳一

孟宗 芳慈)

米田 芳秋

米田 芳秋

吉田 俊秀

吉田 俊秀

嘉巽孝雲霞)

吉田 俊秀

嘉炭 窯霧)

クラインフェルター症候群を合併したダウン症候群の
頻度

コナマダラメイガにおけるDNAの取込みについて

Geneticanalysisofg-complexantigensofSalmo-
nellaRagella

配偶者の出生地の問の距離に関する分布

DistributionofmatrimonialdistanceinMishima
district.

Estimationofgenefrequencyandinbreeding

アサガオカルスの IAAオキシダーゼ･アイソザイム
について

Developmentalchangeofperoxidaseisozymepat-
ternintheJapanesemorningglory(Pharbitisnil)

クレビス薬片カルスの器官分化能

腫癌細胞における染色体の変異と遺伝子発現

沖永良部島旅行談 (クマネズミの遺伝的多型調査)

他移植性緑色腫の腹腔内増殖性と核型変化

4NQOによる-ムスタ-細胞の癌化と染色体の研究

Chronoasomalandbiochemicalpolymorphism of
Rattusrattus

PolyploidizationandProteinsynthesisofmam-
maliantumorcells

4.8

10.7

8.24

4,7

8.21

9. 4

7.25

8.24

ll. 3

2.16

3.15

4.9

6.28

8.23

8.24

野口英世記念会会
鰭

広 島 大 学

東京プリンスホテ
ノレ

東京野口英世記念
会会館

東京プリンスホテ
ノレ

HawaiiUniv.

国際基督教大学

東京プリンスホテ
ノレ

熊 木 大 学

東 大 医 学 部

国立遺伝学研究所

徳 島 大 学

国立遺伝学研究所

東京プリンスホテ
′レ

東京プリンスホテ
ノレ

日本人類遺伝学会第 13回総
会

日本遺伝学会第 40回大会

ⅩⅠⅠInternationalCongress
ofGenetics

日本人窺遺伝学会第 13回総
.∠ゝニこて

ⅩⅠⅠInternationalCongress
ofGenetics

InternationalConference
onComputerapplications
ingenetics

植物組織培養シンポジウム

ⅩⅠⅠInternotionalCongress
ofGenetics

日本植物学会第 33回大会

癌の基礎的研究シンポジウム

第157回三島遺伝談話会

第 30回日本液学会総会

第161回三島遺伝談話会

ⅩⅠⅠInternationalCongress
ofGenetics

Symposium onXIIInter･
nationalCongressofGel
netics

尊

琶ヨ

湘

田

VltO



吉田 俊秀
森脇 和郎
土産 公幸

吉田 俊秀

吉田 俊秀

吉田 俊秀

Metaphase丘guresofratchromosomesintegrated
intomousecells

者歯類及び食虫類 11種の染色体調査

プラズマ細胞腫湯の染色体と蛋白合成

Cytogeneticalstudiesofrodents

クマネズミにおける染色体及び血清蛋白の多型現象

CytogeneticalproblemsofrodentinSouthEast
AsiaandOceania

動物細胞の染色体形態と遺伝

東南アジア,オセアニア地方におけるネズミ煩の探検
調査

国際基督教大学

国際基督教大学

峨 々温泉蔵王荘

Univ.ofPhilip･
pines,Lagune

広 島 大 学

CentralAgrica1-
turalResearch
Institute,Bogor

国立予防衛生研究
所

国立遺伝学研究所

Symposium ofchromosomes
andRelatedProblems

染色体学会 1968年度年会

峨々シンポジウム

Biol.Seminar

日本遺伝学会第 40会大会

CARISeminar

予研談話会第165回シンポジ
ウム

第165回三島遺伝談話会

囲
粒
秘
河
亜
賀
拘
禁
冷
茶

部
)

9
抽
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C.その他の研究活動

海外における活動

鈴木 秀穂:細菌べん毛の分子遺伝学的研究のため,ブメt)カ合衆国パ-デュー大学に出

張中 (43.9.13-)

阪本 寧男:アビシニア高原の植物探検調査のため, エチオピアに出張 (42.12.12-

43.3.16)

木原 均:遺伝学に関する研究連絡等のため,フランス国に出張

(43.1.30-43.2.21)

木原 均:第3回国際小麦遺伝学シンポジウム出席のため,フィリピン,オース トラリ

アの各国に出張 (43.8.2-43.8.10)

安田 徳一:遺伝学における電子計算機使用についての国際会議出席のため,アメリカ合

衆国-ワイ大学に出張 (43.8.31-43.9.15)

藤島 通:鶏の遺伝育種学に関する研究のため,カナダ国ラコ-ム研究所に出張中

(43.9.3一)

吉田俊秀 ･今井弘民 ･土星公幸:東南アジア･オセアニア地域ネズミ瑛探検調査のため,

オ-ス トラ1)ア他 10か国に出張 (43.9.20-43.ll.8)

松永 英:WHO(世界保健機構)専門家会議出席並びに研究連絡のため,スイス他2か

国に出張 (43.9.20-43.10.20)

村上 昭雄:高エネルギー粒子線の遺伝的影響に関する研究のため,アメリカ合衆国ボー

リング･グレーン州立大学に出張中 (43.10.1一)

森脇 和郎:東南アジア･オセアニア地域ネズミ類探検調査のため,オーストラリア他5

か国に出張 (43.10.24-43.ll.8)

岡 彦-:稲の遺伝学的研究のため,中華民国,沖縄に出張 (43.ll.24-43.12.16)

ほかの機関における講義

担 当科 目

松永 英:東京大学理学部非常勤講師 (43.5.10-43.10.20) 人 類 遺 伝 学

酒井 寛一:鹿児島大学農学部非常勤講師 (43.7.1-) 応 用 遺 伝 学

酒井 寛一:岐阜大学農学部非常勤講師 (43.10.16-) 発 育 遺 伝 学

岡 彦-:東京大学農学部非常勤講師 (43.10.21-) 特 別 講 義

飯野 徹雄:東京大学理学部非常勤講師 (43.ll.ll-) 植物生理学第3

大島 長造:山梨大学教育学部非常勤講師 (43.ll.3-) 遺 伝 学 第 2

松永 英:京都大学医学部非常勤講師 (43.ll.1-) 人 瑛 遺 伝 学

飯野 徹雄:名古屋大学理学部非常勤講師 (43.12.16-) 微生物遺伝学
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ⅤⅠ.図書および 出版

図 書 主 任 (43年度) 大 島 長 造

図 書 委 員 ( 〝 ) 米 田 芳 秋 桜 井 進

安 田 徳 一 天 野 悦 夫

司 書 越 川 信 義

購入図書および逐次刊行物

洋 書: Esser:Geneticsoffungi ほか

逐次刊行物(洋): 前年度より継続

新 規 購 入

1) Actageneticaemedicaeetgemellologiae

2) Journalofimmunology

和 書: 臨床遺伝学 ほか

逐次刊行物(和): 前年度より継続

寄贈図書および逐次刊行物

国 内

図 書

逐 次 刊 行 物: ｢染色体｣ ほか

国 外

図 書: Metzner:DieZelle ほか

逐 次 刊 行 物: "Geneticalberica'' ほか

121冊

78種

な し

204種

26冊

30種

出 版

書 名 ページ数 発行数 配 布 先

国立遺伝学研究所年報 第 18号 98 1,000 国内研究機関,大学,試験場ほか

Nat.Inst.Genet.Annual
Report.No.18 148 1,500 内外研究機関,大学,試験場ほか



行 事 63

ⅤⅠⅠ.行 事

A.研究所の一般公開

(1) 科学技術週間における行事の一環として,4月19日(金)にサクラとネズミに重

点をおき研究所を公開した.雨後曇りの天候であったが,午前 10時から午後4時までの

公開時間に475人以上の見学者が来所 した.

B. 遺伝学公開講演会

日 時 昭和 43年 11月 16日 (土) 13.30-16.30

場 所 国立科学博物館講堂 (東京都台東区上野公園内)

主 催 国立遺伝学研究所

国立科学博物館

後 援 読売新聞社

1. 開会のこ とば 国立遺伝学研究所長

理学博士 木 原 均

2.講 演

(1) 発生と遺伝子の働き 国立遺伝学研究所形質遺伝部第二研究室長

理学博士 黒 田 行 昭

遺伝子は生物の発生のどの時期にどのように働くのか.生物体を作っているたくさ

んの細胞は,どれも同じ遺伝子のセットをもっているのに,どうして異なった形態や

機能をもつ細胞ができてくるのか.また細胞自体に老化や寿命があるのか.生物の若

返りは可能か.癌はどのようにしてできるのか.これらの問題と関連 した現在までの

研究成果とその将来に対する寄与について述べた.

(2) 遺 伝 と 環 境 国立遺伝学研究所生理遺伝部長

理学博士 大 島 長 造

生物の遺伝性は遺伝子構成の状態によって決められるが,環境の状態によっても大

いに影響を受けて変化するものである.

たえず変動する自然環境に対 し,生物および生物集団はどのようなしくみで適応 し

ているかを主としてショウジョウバェを例にとって述べた.

(3) エチオピア高原と栽培植物の起原 国立遺伝学研究所生理遺伝部

農学博士 阪 本 寧 男

エチオピアのアビシニア高原は 1926-27年の N.Ⅰ.バビロブの調査以来,種々の

栽培植物の起原および分化の中心地の一つとして重要視されている.最近,京都大学



64 国立遺伝学研究所年報 第 19号

学術探検隊によってこの地域の栽培植物の異変について広汎な現地調査と採集がおこ

なわれ,講演者も隊員の1人として参加した.その成果を中心にアビシニア高原をカ

ラースライドを用いて紹介した.

聴講者は約400名であった.



研究材料の収集と保存

VIII.研究材料の収集と保存

A. イ ネ (Oryza)

種 名

0.abromeitianaPROD.

0.auaSwALLEN

数統

4

5

系

0.australiensiSDoMN 2

0.braohyanlhaA.CIIEV.etRoEER. 12

0.breJUiligulataA.CEEV.et.RoEHR. 98

0.00arotataRoxB. 3

0.eiohingeriPETER 19

0.glaberrimaSTEUD. 146

0.grandiglu仇iSPROD. 5

0.latifoliaDESV. 25

0.longiglumiSJANSEN 15

0.malampuzhaensisKRISE.etCHAND. 3

0.meyerianaBAII.L.

0.minutaPRESL

0.0.節cinalisWALI..

0.perennisMoENCE

0.perrieriA.CAMUS

0.punctataKoTSCHY

0.ridleyiHooK.

0.8ativaL.

0.8ubulataNEE8

0.tisserantiA.CHEV.

計 22種

29

42

90

306

1

10

6

1.885

統系

l

1

8072

65
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B. コ ム ギ (Triticum)

1. 種のコレクション

種 名

T.aegilopoidesBAL.

T.仇 OnOCOCCun L.

T.diooeeoideSHORN.

T.araraticun JAKUBZ.

T.diooeoum ScEtiBL

T.durumDESF.

T.orientalePERC.

T.perSieum VAV.

T.poloniou肌 L.

T.isphanioumHESLOT

T.pyra仇idalePERC.

T.turgidu仇 L

T.palaeocolohicumMEN.

T.timopheeviZEUK.

T.aestiJUu竹もL.

T.compaotun HosT

T.nachaDEC.etMEN.

T.speltaL.

T.sphaerooocoun PERC.

T.vaviloviJAKUBZ.

T.zhukoJUSkyiMEN.etER.

合成6倍コムギ

計 21種

2.栽培パンコムギ

日本在来品種

中国品種

チベット品種

インド品種

KUSE(中近兼)品種

アメリカ品種

オーストラリア品種

スペイン･ポル トガル品種

ロシア品種

教練系はた

3

3

3

1

3

5

1

普檀晶

3

1

1

1

2

2

14

7

2

統系

14

糾

2

1

1

6

m

11

23

19

乃

241

洲

糾

231

9

1

2

2



ギリシャ品種

ユーゴスラビヤ品種

北欧品種

イタリア品種

南米品種

研究材料の収集と保存

20

17

62

78

46

計 1,700系統

C. コムギの近縁種

1. Aegilops

種 名

Ae.aucheriBoISS.

Ae.bieornisJAUB.etSp.

Ae.biuncialisVIS.

Ae.caudataL.

Ae.columnarisZHUK.

Ae.comosaSIBTE.etSh(.

Ae.oraSSaBoISS.

Ae.cylindrioaHosT

Ae.heldreiohiiHoLZM.

Ae.kotschyiBoISS.

Ae.longwSimaScIIW.etMtJSCⅡ.

Ae.mutioaBoISS.

Ae.ovataL.

Ae.sharonensisEIG

Ae.speltoidesTAUSC耳

Ae.squarroSaL.

Ae.lriariSlataWILLD.

Ae.triunoialisL.

Ae.turoomanieaRosⅡ.

Ae.u肌bellulataZIItJK.

Ae.uniaristataV相.

Ae.variabiliSEIG

Ae.ventrioosaTAUSCE

計 23種

2.Agropgrott

Ag.campestreG.G.

Ag.caninnm(L.)P.B.

統

数

系

統

1

2
1

1

2

2

2

3
1

4

1

1

6

2
2

6

7

6

1

3

3

3

5

8

3

3

系

6

67
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Ag.eiliare(TRIN.)FRANCE.

Ag.cristatum (L.)GAERTN.

Ag･dasystachyun (HooK.)ScRIBN.

Ag.desertorum (FISCII.)ScEULT.

Ag.elongatum (HosT)P.B.

Ag.hunidorum OEWIetSAKAMOTO

Ag.intermediu仇 (HosT)P.B.

Ag.juneeum(L.)P.B.

Ag.littorale(HosT)DU肌

Ag.pectinifor仇eRoEM.etScHULT.

Ag.repens(L.)P.B.

Ag.riparium ScRIJ3N.etSA(ITH

Ag.semicostatum NEES

Ag.Sibiriou伽 (WILLD.)P.B.

Ag.smithiiRyDB.

Ag.spicatum (PURSE)ScRIBN.etSiWITE

Ag.trachycaulum (LINE)MALTE

Ag.triohophorum (LINE)RICIIT.

Ag.tsukushiense(HoNDA)OHWI

Ag.3/eZOenSeHoNDA

計 22種

3. AaPerella

As.longe･ariStata(HACK.)OHWI

4. EEu桝uS

El.canadensiSL.

El.dahuricuSTURCZ.

El.glaucuSBUcKIJ.

El.mollieTRIN.

El.sibiricusL.

5. SitanJ'on

St.hystrix(NuTT.)J,G.SAHTE

6. Ere桝OPgrum

Er.buoルαPartis(SpRENG.)NEVSKI

Er.orientale(L.)JAUB.etSpACII

Er.lritieeun (GAERTN.)NEVSXI

7. HenrardI'a

Hn.perSioaHUBBARD

ll

6

1

4

ll

8

8

7

3

2

3

1

1

5

3
1

2

5

9

4

1

111系統

2

2

2

1

1

6

1

9

1

2

1
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8. HeteratLtheriunl

Ht.piliferun HocHST.

9. Taelllatherum

69

Tn.asperum (SIMK.)NEVSKI 1

Tn.crinitum (ScHREB.)NBVSXI 1

D.花井,その他

1. サクラ品種

大島桜,大提灯,普賢象,一葉,紫桜,八重桜,牡丹桜,八重曙,渦桜,関山,願麟,

江戸桜,松月,白妙,欝金(右近),御衣虞,楊貴妃,天の川,狩衣,雪月推,名島桜,

菊桜(兼六園),地山,嵐山,五所桜,汐登,白雪,福禄寿,千原桜,車鮭,福桜,珠数

掛桜,翁桜,南天(南殿,奈天),太白,気多白菊桜,見返桜(御車返,鎌倉桜,桐谷),

雨宿,法輪寺,小汐山,苦清水,手雀,胡蝶,千里香,関東有明,伊豆桜,衣笠,菊咲

枝垂れ,火打谷菊桜,類嵐,本誓寺菊桜,来迎寺菊桜,手弱女,毛大島桜,芝山,新錦

桜,帆立,便殿,水晶,妹背,金剛山,撫子桜,高松稚子桜,山越桜,西方寺桜,塩釜

桜,貴船雲珠,衣通姫,倭大島,大島八重(大島差木地産).

山桜,薄墨,墨染,上旬,滝匂,腰河台匂,佐野桜,御座間匂,荒川匂,左近の桜,

木の花桜,若樹の桜,山桜枝垂れ,稲葉心田,八重虎の尾,琴平八重,車止,寒桜,松

月院(野田)大桜,静匂,駿府桜,遅咲寒桜,修善寺紅寒桜.

染井吉野,船原吉野,三島桜,駿河桜,昭和桜,伊豆吉野,早生吉野,天城吉野,咲

耶姫,染井匂,御帝吉野,鞍馬桜,水玉桜,紅鶴桜,早生大島,紅染井,吉祥寺,吉野

枝垂れ,Akebono.

枝垂れ桜(糸桜),江戸彼岸(東彼岸,姥彼岸),彼岸桜,熊谷,十月桜,正福寺枝垂れ

(湯村枝垂れ),八重彼岸,冬桜(三波川),四季桜(兼六園),泰山府君,幕桜,清澄枝垂

れ,彼岸台桜,修善寺桜,染井彼岸.

蝦夷山桜(紅山桜,大山桜),宝珠桜,八房,雲ケ畑南殿,中禅寺桜,暁桜,兼六園熊

谷,奥州里桜,野中大山桜,仙台屋桜.

箱根桜(富士桜,豆桜),緑専桜,八重箱根桜,満願桜,二尊院,金剛山(異種),ボン

ポリ桜,飴玉桜,朝霧桜,二子,Siodoi,大箱根桜.

丁字桜,奥丁字桜,菊咲奥丁字,秩父梯,高砂.

寒緋桜(耕寒桜),千島桜,霞桜,筑紫桜,支那実桜,モニワ桜,ヒマラヤ桜,東海桜.

2. 7サガオ (Pharbitisnil)

花型遺伝子型:fe(獅子咲),fee(乱れ獅子),opr(台咲き),cd(捻梅咲),py(乱菊咲),

cs(石畳咲),wr(縮咲),S(桔梗咲),ct(渦咲),m(立田咲),ac(南天咲),

pt(八重咲),dp(牡丹咲),p(孔雀咲).

菓型遺伝子型: eo(丸薬),Gb(事業),dl(笹葉),m (立田葉),ac(南天咲),fe(獅子

葉),et(渦菓),B,a(林風葉,(優性,劣性)),py(乱菊菜),sr(鼻薬),dg
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(蛸蛤菓),op(縮緬葉),mw(柳葉), coy (-デラセア葉),p(孔雀葉),bv

(はだぬぎ),γβ(洲浜薬).

花模様遺伝子型: Sa(刷毛目絞),sp(吹掛絞),Mr(頚輪),Bz(吹雪),Ry(車絞),

su-Mr(覆輪抑圧),tw(花簡色抑圧),fd(車),at(雀斑),Ln(立縞),st

(条斑).

その他の遺伝子型: dw(木立),I(石化),V(斑入),ea･cb(白種子),br(褐色種子),

eai(象牙種子),ym(松島),cu(夫婦咲き),we(枝垂れ), Cy(クリーム･

イエロ-),Su-Cy(クリーム･イJロー抑圧),cm(打込み),fol(袋咲き),

lp(小人),Rt(毛茸制限),re+dg(大輪 (蝉葉)),re+dg+Gb(大輪 (恵比

須葉)).

3. ツ パ キ

ツ バ キ (Camelliajaponicavar.hortenSis)83品種

ユキツバキ (C.rustioana)5品種

4. ウ メ (PrunusMume)19品種

5･ カ エ デ (Aoerspy.)30品種

E. シ ョウジ ョウバ エ (総計 1047系統 ･12集団)

(I) キイE)ショウジョウバエ (Dro80PhltamelanogaSter)994系統,12集団

A) 野 生 型- 70系統

(1) 本 邦 系 統: 39

(2) 外 国 系 統: 27

(3) 同質遺伝子系統: 4

B) 突然変異型- 126系統

(1) 突然変異系統 (Ⅹ 染 色 体): 33

(2) 突然変異系統 (第2染色体): 41

(3) 突然変異系統 (第 3染色体): 20

(4) 突然変異系統 (第4染色体): 3

(5) 突然変異系統 (混合染色体): 26

C) 有害および正常第 2染色体- 798系統

(1) 致 死 染 色 体:482

(2) 半 致死 染色 体: 81

l (3) reducedbristle遺伝子: 71

(4) SD(分離ひずみ遺伝子): 59

(5) SD 感 受 性: 10

(6) SD 抵 抗 性: 9

(7) 正 常 染 色 体: 86
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D) 集 EZl- 12集団

(1) 野生型 (自然集団): 9

(2) SD : 3

(ⅠⅠ) クElショウジョウバエ (D.zJirilie)8系統

A) 野 生 型- 3系統

B) 突然変異型- 5系統

(III) ウスグロショウジョウバエ (D.psezLdoobBCura)30系統

ST (標 準 染 色 体): 9

AR (Arrowhead染色体)

CH (Chiricahua染色体)

PP (PikesPeak染色体)

8

6

7

71

(ⅠⅤ)他 種 15系統

Drosophilakikkawai:1,D.Simulans: 1,D.lutea:3,D.auraria:2,

D.buskii:2,D.hydei:1,D.rufa:1,D.nigrO珊･aeulata:1,

D.immwrans:2,D.equinoxialis'.1

F. コナマダラメイガ (Ephestiak滋niellakhhn)

NCR(wild)

b/a

ml/ml

α/α

G. カ イ コ (BombgxmoriL)

突然変異系統

第 1連関群 (od;oi′;ode;ose;soh;eodVg)

第 2連関群 (p;p十;pM;pS;Usa;pSa一望Y;Y;oα)

第 3連関群 (Ze;len;le肌 l;len peoo;a-len;a-leml;a-lem2;他8系統)

第 4 連関群 (L;mal;Spc;Llem qoo)

第 5連関群 (pe;re;ok;oc;bw)

第 6連関群 (E;EOa;EO;Enl;EGFd;ELT;EKp;EMc;EMs;EM;EZVe;EWp;

ENs;EGtdENc;EKpED;EKpEH;ENeE;ENeEE;ENpED;ETc;

b2),(他に EKp変異型6系統,EDl変異型5系統)

第 7 連関群 (q)

第 8連関群 (ae;be;+ae;+be;st)

第 9 連関群 ((a)

第 10連関群 (wl;W2;W3;WOl;jl;ba;OeW;Ol;won;wa;wb;we)

第 11連関群 (K;Bu;Np;bp)
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第 12連関群 (Ng)

第 13連関群 (ch)

第 14連関群 (oak;Nl;Nll;Nl2; U;oa;Di)

第 15連関群 (Se)

第 16連関群 (cts)

第 17連関群 (Bm)

第 19連関群 (elp)

第 20連関群 (nb)

そ の 他 (al;bl;Gl;m-gr;rb;so;sp);(青白;大正自;褐色斑点蚕;大道;

金色;アスコリ;青熱;斯江;漢川;緋紅;特意斬;p22;C108;逮

伝的モデイク2系統;食性異常蚕3系統;細長蚕;蜂′ト蚕 2系統)

染色体異常系統
Ei-

W 原 (W･pSa2I)

zw II (+od･W.+p･pSay/od)
′-~､( (

z lOl (+od･W･+p･pSa/Z+/zed)(雌致死,2系統)
′~~~ー(

H 108 (W･+py･pSay)
′{ ･ヽ

WP108 (W･+pyoα)
/--ヽ

改 7 (W･+py欠)(3系統)

M 3 (W･pM)(4系統)
/一.~＼

限性虎蚕 (W･Ze)
一ー･･ヽ

T 20 (W･+wl2)(4系統)

0-t (W･+re)
Eu

Dup (+py.pSaY/py)(2系統)
,~~~-I

Q 121 (+py･pSay/pYoα/pyoα)(2系統)
一ー･･ヽ

C32 (pSa･+pYoα)(+p-Y 間交叉価の高い系統)(2系統)
/ー･･＼

GH l (U･EEp)
ー ヽ

GH 3 (U･EM)
Ied

GH 4 (U･EE)
r一-ヽ

GH 6 (U･EHcEH/++)
′←~~一､

GH 7 (U･ENc/EH/++)
一ー.■.

GH 8 (U･EKpED/++).′̀~~､
GH 9 (U･Egp/ED/++)l≡i■■i:ヨ
GHIO (U･ENcE/++)

GH ll (UIENc/ED/++)

GH13 (U･Nc){ ㌔ヽ
GH 14 (U･EGFd)

Ei-
(U･EGrd/Ewe/++)
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GH15 (Nl2/oa/+Od)
(
(NlB･ENeNe/++)

Trisomic 2 (pS/pM/+p)

Trisomic 6 (EHEKp/+/+),(Ewe/EH/十),(ENc/ED/+)

Trisomic14 (+oa/oa/Di)
Trisomic112 (pSay/pY/py)

そ の 他 (黒色マダラ蚕)(2系統)

(bw 淡;bw3;T13;T-12;Nd3';NM)

以上合計 188系統
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班. ネ ズ ミ

1. 系統維持をしている純系マウス (MusmuaCuluS)

A/HeMs(Inbreeding136代),AKR(85代),AKR/JMs(84代),BALB/cJMs(98

代),BL/De(95代),C57BL/6HeMs(48代),C57BR/aJMs(45代),C57L/HeMs

(43代),CBA/StMs(48代),C3H/HeMs(43代),C3HeB/De(43代),DM/Ms

(64代),DDM/Ms(43代),D103/Ms(62代),DBA/2(?+26代),DBAf/Lw(51

代),RF/Ms(?+27代),SL/MS(46代),SM/J(?+lら代), SWM/Ms(41代),
SWR/Ms(88代).

2.系統維持をしている突然変異系マウス (MuBmzLSCutZLS)

第 Ⅰ 連 関 群 Chinchilla(cch),extremedilution(ce),pink-eyeddilution(p).

第 Ⅱ 連 関 群 short･ear(se),dilute(a),dilutelethal(dl).

第 Ⅲ 連 関 群 piebald(8),hairless(hr),rhino(hrrh),Viabledominant

第 Ⅴ 連 関 群

第 Ⅵ 連 関 群

第 Ⅵ【連 関 群

第 Ⅷ 連 関 群

第 Ⅸ 連 関 群

第 ⅩⅠ 連 関 群

第 ⅩⅠ 連 関 群

spotting(Wv),luxate(lx).

non-agouti(a),black-and･tan(aり,Lethalyellow (Ay).

Caracul(Cα).

Rex(Re),tipsy(ti).

brown(a).

Brachyury(T),Fused(Fu).

obese(ob).

jerker(je).

第 ⅩⅢ 連 関 群 leaden〃≠).

第 ⅩⅨ 連 関 群 dystrophiamuscularis(dy).

韓関群不明のもの furless(fs),alopetiaperiodica(ap),falter(fa),Polydactyly

(Po),dwarf(dw),glabrous(gs)_

3. 系統維持をしている純系ラット(RattuaT80rVegicus)

ACI/NInbreeding(87代), Albany(37代), Buffalo(56代), Castle'sBlack

(31代),Fischer(96代),Long･Evans(32代),NIG-1ⅠⅠ(19代),YOS(34代),
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Toma(30代), Wayne'spink･eyedyellow hooded(69代), Wistar(55代),

Wistar-King-A(188代),Donryu(39代).

4. その他飼育繁殖中のネズミ類

チャイニーズ･ハムスタ-(Cricetulusgriseus)

ゴールデン･′､ムスター (Me800rioetuSaurauuS)

ジァンガリアン･/､ムスター (PhodopuSSungOWS)

日本野生ノ､ツカネズミ (MuSmuSCulusmolossinuS)

オキナワ/､ツカネズミ (Muscaroli)

ヨウシュノ､ツカネズミ(MuSnuSCulus)

クマネズミ(RauuSrauuS)

ヨウシュクマネズミ(RattusrattuSrauuS)

ナ ンヨウネズミ(RauuSeXulanS)

Rauusargentiventer

Rauus3-alorensis

Rauusrajah

Rauussabanus

Rattusfuscipes

Rauuscanatue

オニネズミ (Bandieotaindicane仇Orivaga)

Melomyscervinipes

5. 維持しているネズミの腫痕系統

吉田肉腫,Ehrlichascitestumor(ELD),マウスプラズマ細胞腫癌

I. 細菌とそのファージ

1. 細 菌

Sal仇Onellatyphinurium (ネズミチフス菌)

野生株:

栄養素要求性突然変異株:

栄養素感受性突然変異株:

糟発酵能に関する突然変異株:

薬剤抵抗性突然変異株:

ファージ抵抗性突然変異株:

無べん毛性突然変異株:

非運動性突然変異株:

べん毛抗原に関する突然変異株

TM 2,LT2,LT7など

350株 アミノ酸要求性,プリン要求性, ピリミ

ジン要求性, ビタミン要求性など

0

0

0

0

0

0

5

5

2

7

2

3

1

1

株

株

株

株

株

株

株

アルギニン感受性
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Salmonellaabortus-equi

野生株:

薬剤抵抗性突然変異株:

ファージ抵抗性突然変異株:

無べん毛性突然変異株:

非運動性突然変異株:

べん毛抗原に関する突然変異株

Salmonellaabony

野生株:

Hfr株:

F~株:

アミノ酸要求性突然変異株:

薬剤抵抗性突然変異株:

ファージ抵抗性突然変異株:

株

株

株

株

株

0

0

0

0

0

3

3

0

1

3

株

株

株

株

株

0

0

0

0

0

1

1

2

2

2

SW 803
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その他の Salnonella 属の細菌

Group A: S.paratyphiA

Group B:S.paratyphiB,S.heidelberg,S.halo,S.budapest,S.banana,

S.essen,S.kingStOn,S.derby,S.california,S.reading

GroupCl: S.oranienburg,S_nontevideo

Group D:S.sendai,S.moscow,S.rostock,S.pensaoola,S.enteritidis,

S.dublin,S.berla,S.wangata,S.blegdam,S.miami,S.ndolo,

S.claibornei,S.panama,S.canastel

GroupE4.･S.senftenberg

GroupG2:S.wichita

Salmonellaの種間雑種 200株

Escherichiacoli(大腸菌) 60株

野性株: K,B,S,C,Row など

栄養素要求性突然変異株: アミノ酸要求性,プリン要求性, ピリミ

ジン要求性,ビタミン要求性など

薬剤抵抗性突然変異株,ファージ抵抗性突然変異株,Hfr株,F~株など

Serratia(霊菌)属の細菌 70株

Ser.indica,Ser.plymuthicum,Ser.marceseens

野生株のほかに,色素に関する突然変異株,薬剤抵抗性突然変異株, ファージ抵抗

性突然変異株などを含む

Shigella(赤痢菌)属の細菌 20株

Sh.boyd,Sh.sonnei,Sh.dysenteria,Sh.jlexneri

野生株のほかに薬剤抵抗突然変異株などを含む
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その他の細菌

2. バクテリオファージ

Salmonella のファージ

Escherichiaのファージ

Serratia のファ-ジ

国立遺伝学研究所年報 第 19号

若干

P22(Hl,H4,H5,L4,L33,Cl,C2,

C3,h21,m8),Chiなど

Tl,T2,T3,T4,T5,T6,T7,

Lambdaな ど

Sigma な ど
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lX.庶 務

A. 歴 史 と 使 命

歴史 昭和 15年8月京城で催された日本遺伝学会第 13回大会が,国立遺伝学研究所

設立決議案を満場一致で可決した.これに翌 16年 4月, 日本学術振興会内に設けられた

第 4(遺伝)特別委員会が協力して,国立研究所実現の努力を続けた.昭和 22年8月,

日本遺伝学会は財団法人遺伝学研究所を設立し,側面的に国立機関設置の促進に努めた.

これらの努力が実を結び,昭和 24年 5月,吉田内閣の第 5国会において設置法案が可決

され,同年5月 31日文部省設置法の改正公布をみ, ここに待望 10年の国立遺伝学研究

所が6月 1日に誕生 した.

最初は,庶務部のほか,第 1(形質遺伝),第 2(細胞遺伝),第 3(生理遺伝)の3研究

部をもって発足 し,事務所を文部省内に置いた.昭和 24年9月,敷地 として静岡県三島

市富士産業株式会社所有の土地 77,771.8平方メー トルを買収するとともに,同社の建物

4,445.1平方メー トルを借り受け,12月 1日研究所を現在の地に移した.のち,文部省,

大蔵省,科学技術庁,静岡県,三島市, 日本専売公社, ロックフェラー財団などの援助に

より,逐次研究施設は拡充された.特に,昭和 35,37,38年度には,従前の木造の本館

を鉄筋コンクリ- ト3階建に改築する工事が逐次進められ,昭和 42年度において全館が

完成 した.また研究部門の構成も,昭和 28年に生化学遺伝部,29年に応用遺伝部,30年

に変異遺伝部,35年に人類遺伝部,37年には微生物遺伝部が増設され, さらに 39年度

には集団遺伝部の新設をみ,現在9部門を数えている.

使命 遺伝学は,近代科学の中でも新 しい領域に属し,開拓されてからいまだ 60年余

にすぎないが,生物に対するわれわれの認歳に大きな変革を与えた.生物のあらゆる形態

も機能も,さらに行動すらも,遺伝子の作用に支配されていることを示 したからである.

また遺伝学は生物の進化の問題,農作物や家畜の品種改良,人間の内因性疾患などに関

する知識の開拓に重要な学問である.

当研究所は日本の遺伝学の研究を推進させるとともに,次代をになう若い研究者の育成

と国民の科学知識の向上に貢献することを使命としている.

既設の9研究部門のほか,将来,分子遺伝,生物物理ならびに微細構造などを取 り扱う

部を設け,また家畜の遺伝 と改良を広く研究する部門が拡充され, これらが相互に密接な

協力態勢を整えたならば,遺伝を中心とする諸問題に総合的な成果が得られることが期待

できよう.
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B. 組織 (機構と職員)

文部省設置法 (昭和24年5月31日 法律第 146号)(抄)

第 2葦 本 省

第2節 国立の学校その他の機関

(国立の学校等)

第 14条 第 25条から第 27条までに規定するもののほか,文部大臣の所轄の下に,国

立学校及び次の機関を置く.

日本ユネスコ国内委員会

国立教育研究所

国立科学博物館

国立社会教育研修所

緯度観測所

統計数理研究所

国立遺伝学研究所

日本学士院

(評弟員会)

第 15条 前条の機関のうち,国立教育研究所,国立科学博物館,国立社会教育研修所,

統計数理研究所及び国立遺伝学研究所にそれぞれ評議員会を置く.

2 評議員会は,それぞれの機関の事業計画,経費の見積,人事その他の運営管理に関す

る重要事項について,それぞれの機関の長に助言する.

3 それぞれの機関の長は,評議員会の推薦により文部大臣が任命する.

4 評議員会は 20人以内の評議員で組織する.

5 評議員は,学織経験のある者のうちから,文部大臣が任命する.

6 評議員の推薦, 任期その他評諌員会の組織及 び運営の細目に ついては, 政令で定め

る.

(国立遺伝学研究所)

常 23条 国立遺伝学研究所は,遺伝に関する学理の練合研究及びその応用の基磯的研究

をつかさどり,あわせて遺伝学研究の指導,連絡及び促進をはかる機関とする.

2 遺伝学研究所の内部組織は,文部省令で定める.

文部省所轄機関評議員会令 (昭和 40年 6月 22日政令第 216号全部改正)(抄)

(組 織)

第 1条 文部省設置法第 15条第 1項の機関 (以下 ｢機関｣ という.)に置かれる評諌員

会は,評議員 16人以内で組織する.
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第2条 評議員の任期は,2年 とし,その欠員が生じた場合の補欠評議員の任期は,前任

者の残任期間とする.

2 評議員は,非常勤とする.

第3粂 評議員会に会長及び副会長1人を置き,それぞれ評議員が互選する.

2 会長は評議貞会の会務を経理する.

3 副会長は,会長を補佐 し,会長に事故があるときはその職務を代理 し,会長が欠けた

ときはその職務を行なう.

4 会長及び副会長の任期は,国立社会教育研修所の評議員会にあっては2年 とし,その

他の機関の評議員会にあっては1年とする.

5 会長及び副会長が欠けた場合における後任の会長及び副会長の任期は.それぞれ前任

者の残任期間とする.

(議 事)

第4条 評議員会は,評議員の過半数が出席しなければ,議事を開き,議決をすることが

できない.

2 評議員会の議事は,出席した評議員の過半数をもって決し,可否同数のときは,会長

の決するところによる.

(説明の要求等)

第5粂 評議員会は,その属する機関の職員に対 し,説明,意見の開陳又は資料の捷出を

求めることができる.

2 機関の長は,その機関の評議員会に出席して意見を述べ,又は所属の職員をして意見

を述べさせることができる.

(庶 務)

第6粂 評議員会の庶務は,その属する機関において処理する.

(雑 則)

第7粂 この政令に定めるもののほか,評議員会の議事の手続その他その運営に関し必要

な事項は,評議員会が定める.

附 則

この政令は,昭和 40年6月 1日から施行する.

文部省設置法施行規則 (昭和 28年 1月 13日 文部省令第 2号)(抄)

第 3章 所轄機関

第7節 国立遺伝学研究所

(所 長)

第 62粂 国立遺伝学研究所に所長を置 く.

2 所長は,所務を掌理する.

(内部組織)

第 63条 国立遺伝学研究所に次の 10部を置く.

- 庶 務 部
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二 形質遺伝部

三 細胞遺伝部

四 生理遺伝部

五 生化学遺伝部

六 応用遺伝部

七 変異遺伝部

八 人類遺伝部

九 微生物遺伝部

十 集団遺伝部

(庶務部の分課及び事務)

第 64条 庶務部に次の2課を置く.

- 庶務課

二 会計課

2 庶務課においては,次の事務をつかさどる.

一 職員の人事に関する事務を処理すること.

ニ 公文書類を接受し,発送 し,編集 し,および保存すること.

三 公印を管守すること.

四 国立遺伝学研究所の所掌事務に関し,連絡調整すること.

五 国立遺伝学研究所評議員会に関すること.

六 前各号に掲げるもののほか,他の所掌に属しない事務を処理すること.

3 会計課においては,次の事務をつかさどる.

- 予算に関する事務を処理すること.

二経費及び収入の決算その他会計に関する事務を処理すること.
三 行政財産及び物品の管理に蘭する事務を処理すること.
四 職員の衛生,医療及び福利厚生に関する事務を処理すること.

五 庁舎及び設備の維持,管理に関する事務を処理すること.

六 庁内の取締に関すること.

(形質遺伝部)

第 65粂 形質遺伝部においては,生物における各種の遺伝形質の分析及びその遺伝様式

に関する研究を行なう.

2 形質遺伝部に第 1研究室及び第2研究室を置き,各童においては,前項の研究につい

て,それぞれ動物に関する研究及び植物に関する研究を行なう.

(細胞遺伝部)

第 66条 細胞遺伝部においては,生物細胞の核及び細胞質と遺伝との関係に関する研究

を行なう.

2 細胞遺伝部に第 1研究室及び第2研究室を置き,各室においては,前項の研究につい

て,それぞれ動物に関する研究及び植物に関する研究を行なう.
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(生理遺伝部)

第 67条 生理遺伝部においては,生物における遺伝形質の表現に関する生理学的研究を

行なう.

2 生理遺伝部に第1研究室及び第2研究室を置き,各室においては,前項の研究につい

て,それぞれ動物に関する研究及び植物に関する研究を行なう.

(生化学遺伝部)

第 68条 生化学遺伝部においては,生物の遺伝に関する生化学的研究を行なう.

2 生化学遺伝部に第1研究室,第2研究室及び第3研究室を置き,各室においては,節

項の研究について,それぞれ動物に関する研究,植物に関する研究及び微生物に関する

研究を行なう,

(応用遺伝部)

第 69条 応用遺伝部においては,動物及び植物の改良に関する遺伝学的研究を行なう.

2 応用遺伝部に第1研究室,第2研究室及び第3研究室を置き,各室においては,前項

の研究について,それぞれ動物に関する研究,植物に関する研究及び育種技術の理論に

関する研究を行なう.

(変異遺伝部)

第 70条 変異遺伝部においては,生物に対する物理的及び化学的刺激による突然変異に

関する研究を行なう.

2 変異遺伝部に第1研究室,第2研究室及び第3研究室を置き,各室においては,前項

の研究について,それぞれ動物に関する研究,植物に関する研究及び放射性同位元素に

よる突然変異に関する研究を行なう.

(人類遺伝部)

第 71条 人類遺伝部においては,人類遺伝に関する研究を行なう.

2 人類遺伝部に第 1研究室及び第2研究室を置き,各室においては,前項の研究につい

て,それぞれ形質遺伝に関する研究及び統計遺伝に関する研究を行なう.

(微生物遺伝部)

第 72条 微生物遺伝部においては微生物の遺伝に関する研究を行なラ.

2 微生物遺伝部に第1研究室及び第2研究室を置き,各室においては,前項の研究にお

いて,それぞれ遺伝子の構造 と変化に関する研究及び遺伝子の作用に関する研究を行な

う.

(集団遺伝部)

第 73条 集団遺伝部においては,生物集団の遺伝に関する研究を行なう.

2 集団遺伝部に第 1研究室及び第2研究室を置き,各室においては,前項の研究につい

て,それぞれ進化遺伝に関する研究及び統計遺伝に関する研究を行なう.

(各研究部の共通事務)

第 74粂 形質遺伝部,細胞遺伝部,生理遺伝部,生化学遺伝部,応用遺伝部,変異遺伝

部,人類遺伝部,微生物遺伝部及び集団遺伝部においては,第9条に定めるもののほか
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各部の所掌事務に関し,次の事務をつかさどる.

一国の機関の求めに応じ,人口,優生,農業等に関する政府の施策について科学的基
礎資料を提供すること.

ニ 国及び地方公共団体の機関,大学,民間団体等の求めに応じ,協力し,及び指導す

ること.

三 内外の諸機関と連絡協力すること.

四 研究成果の刊行及び研究会,講習会等の開催その他研究の促進に関すること.

附 則

この省令は,公布の日から施行し,昭和 28年 1月1日から適用する.
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職 鼻 定 数 (昭和 43年 12月末現在)

所 長

文部教官 理学博士 木原 均

評 議 鼻 (会長,副会長のほかは五十音順)
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東 京 大 学 名 誉 教 授
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文 部 教 官,研究員

文 部 教 官,研究員

文 部 技 官
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片 倉 康 寿

坂 口 文 書
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技

文

文

事

文

文 部 技 官

文 部 事 務 官

文 部 技 官

用 務 員
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退職者および転出者

特別研究生,研修生,外国人研究員
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応用遺伝部

人類遺伝部

微生物遺伝部

井 上 輝 男

成 瀬 澄 子

松 浦 尭

B.B.SHAtII

AngelANOS

柴 田 囲 彦

熊 谷 勝

山 口 滋 l
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岐 阜 大 学 農 学 部 卒

北 海 道 大 学 理 学 部 卒 ･医 学 博 士

林 業 試 験 場北 海 道支 場 ･農 林 技 官

東 京 農 業 大 学 大 学 院 学 生

スペイン,国立農学研究所 トウモロコシ育種
センター研究員

東 京 都 立伊豆長 岡児童福 祉 園技 師

岐 阜 大 学 医 学 部 助 手

東京教育大学大学院理学研究科博士課程修了

C.土地および建物 (昭和43年 12月 31日現在)

土 地 絶 面 積 90,687m2

内訳 研究所敷地 81,074m2
宿舎敷地 9,613m皇

建物 内訳

本

実

養
こ

堆

変

調

室香図びよお室級

よ
育
お
飼

室
虫
蚕
ん

肥舎お よび農夫

節

1

渡

第

増

自

作

解

検

ズネ

ポ圧

動

卵

定

-ヽ∫び室
舎

電 室

温

廊

飼｢ヽヽ

ソ

育

プ

辛辛

宣

下
A｢iil

塞

庫

業 室

育 雛 舎

舎(2むね)

コ ロ ニ ー 舎(3むね)

公 務 員 宿 舎(27むね)

放 射 線 実 験 室

第 2ネ ズ ミ飼 育 舎

隔 離 温 室

建物総面積 (建 面 積) 8,348m2
(延べ面積) 12,423m2

構 造

鉄筋コンクリート造り3階建

鉄筋コソク')-ト造り2階建

李萱かわらぶき平屋建一部地)

木造 平屋 建一 部 中 2階

木 造 大 塵 平 鼻 建

木 造 平 量 産

鉄 骨 造 り 2 階 建

木 造 平 星 建

木 造 平 星 建

木造 かわ らぶ き平屋 建

木 造 平 畳 建

木造 かわ らぶ き平最 建

木造 かわ らぶ き平屋 建

木造 かわ らぶ き平屋 建

木造 かわ らぶ き平 監建

鉄 筋 平 星建一 部地 下室

違ロック遣りおよび木造平屋)

哀訴 差違ロック造りおよび)
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水 田 温 室

自転車置場 および物置

特 別 蚕 室

ク ワ 栽 培 用 温 室

ボ イ ラ ー 室

γ 線 照 射 温 室
操 作 室

温 室

研 修 室･謄 薬 庫

渡 り 廊 下

解 卵 育 雛 舎

ファイロン温室(2むね)
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宗蓋撃差違ロック造 ｡および)
木 造 平 星 建

ブ ロ ッ ク造 り一 部 地 下

木 造 一 部 鉄 骨 平 星 建

鉄 骨 造 り 平 屋 建

鉄 骨 造 り 平 星 建

鉄筋コソクT)- ト造 り平屋建

一部鉄骨造 り木造平屋建

鉄筋コ./クt)- ト造 り2階建
屋根鉄板葺

鉄骨造 り足根防水モルタン塗

鉄筋コンクリー ト造 り平家建

鉄骨造ファイロン張 り平家建

鉄骨造 り波型スレー ト
l

葦平家建r

178

芸

-7

器

霊

--3

8

加

--4

空

欄

78

4l

l8

97

97

75

14

150

4.65

8

別

割

は

1

2

D. 予 算

国立遺伝学研究所 194,571千円

(会 芸 書 芸;;;;:
国立機関原子力試験研究費 12,895千円

科 学 研 究 費 34,160千円

がん特別研究費 4,700
特 定 研 究 費 6,510
総 合 研 究 費 5,730
試 験 研 究 費 670
一 般 研 究 費 11,550
海外学術調査費 6,000

E.諸会 と諸規程

諸 金

研究活動を促進するため次の会合を行なう.

抄 読 会

外国で発表された新 しい研究論文の抄読会で,盛夏の時期を除き毎週水曜日に開かれ

る.

IliologiC&ISympo8i&ofA(iBhim&

外国の関係学老来訪の際,随時開催,講演討論のいっさい英語で行なう.
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日本遺伝学会三島談話会

研究所ならびに付近在住の会員で組織され,原則として月1回,研究成果発表とそれに

関する討論を行なう.

諸 規 程 (内規)

部長会諸規程

第 1粂 国立遺伝学研究所に部長会議 (以下会議という)を置く.

第 2粂 会議は所長および部長をもって構成する.

第 3条 会議は所長の諮問に応じ次の事項を審議する.

- 重要な規程および内規の制定および改廃に関する事象

二職員定員の配置に関する事項.
三 重要人事に関する事項.

四 予算要求に関する事項.

五 研究費予算配分に関する事項.

六 研究および業績報告に関する重要な事項.

七 研究に関する施設の設置および廃止に関する事項.

八 渉外に関する重要事項.

九 その他研究および運営に関し,所長の必要と認めた事現

第 4粂 所長は会議を召集し,その議長となる.ただし,所長事故あるときほ,あらか

じめ,所長の委任した部長がその職務を代理する.

第 5条 会議は構成員の過半数が出席しなければ,議事を開き,議決することができな

い.
第 6粂 議事は出席者の過半数で決し,可否同数のときは議長の決するところによる.

第 7粂 所長は必要があると認めたときは,構成員以外の著を会議に列席させ意見をき

くことができる.

2 前条により会議に列席した者は議決に加わることができない.

第 8条 会議は定例会議および臨時会議とする.

2 定例会議は原則として,毎月第 1.第3火曜日に開き,臨時会議は所長が必要と認め

たとき,または構成員の過半数から請求があったとき開く.

第 9粂 会議に幹事を置き,庶務部の課長をこれに充てる.

第 10条 幹事は会議に出席し,議事録を作成する.

客 鼻 内規

第 1条 この研究所に客員を置くことができる.

第 2条 客員は遺伝学研究に造詣深い者で,この研究所において研究を希望するものの

内から所長がこれを決める.

第 3粂 客員は所長の指示にしたがわなければならない.

第 4粂 客員は遺伝学研究をなすため,この研究所の諸設備を使用することができる.

第 5条 客員はこの研究所の諸設満を使用してなした研究業績を,所長の東認を待て発
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表することができる.但しその場合はその旨を記載しなければならない.

第 6条 客員が研究発表をするには,この研究所の業績報告書を用いることができる.

付 則

この内規は昭和 25年4月1日から施行する.

特別研究生規程

第 1条 この研究所に特別研究生を置くことができる.

第 2粂 特別研究生は,大学又は専門学校において関係学科を修め又はこれと同等以上

の学力ある者にして所長が特別研究生として適当であると認めたものに限る.

第 3粂 特別研究生として指導を受けようとするものは,所長あてに左の書類を提出し

て許可を得なければならない.

一 顧 書 別紙様式による

二 履 歴 書

三 推せん状

(イ) 大学又は大学院に在学中のものは所属学長又は学部長の推せん状

(ロ) 大学及び専門学校卒業生にして未就職のものは,最終学校の学長,学部長又は

学校長の推せん状

(-) 官庁,公私団体の委任によるものは,その所属する長の推せん状

第 4粂 特別研究生は所長の命にしたがわなければならない.

第 5条 特別研究生の研究期間は1カ年以内とする.但し,1年以上研究を継続しよう

とするものは,所長の許可得て期間を延長することができる.

第 6粂 特別研究生の研究に要する諸経費は原則として自己負担とする.

第 7粂 官庁,公私団体から委任を受けて特別研究生となったものについては,前条に

よらないことができる.

第 8粂 特別研究生はあらかじめ,指導教官の許可を得てこの研究所の諸設備を使用す

ることができる.

第 9粂 特別研究生は所長の許可を得て指導を受けた研究業績を発表することができる.

但しその場合は,その旨を付記しなければならない.

第 10粂 特別研究生が研究業績を発表するときは,この研究所の業績報告書を用いるこ

とができる.

第 11粂 この内規の施行に要する細則は別に定める.

研修生規程

第 1条 この研究所に研修生を置くことができる.

第 2粂 研修生は新制高等学校又は旧制専門学校を卒業 した者及び新制大学在学中の著,

若しくはこれと同等以上の学力ありと認めたもので所長が研修生として適当と認めたも

のに限る.

第 3条 研修生を希望するものは,所長に下記の書類を提出して許可を得なければなら

ない.
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- 願 書 別紙様式のもの

二 履 歴 書

三 卒業証明書 (但し新制大学在学中のものは,所属学長又は学部長の依板状叉は在学

証明書)

第 4 条 研修生は所長の指示に従い指導教官の下で遺伝学に関する学理と技術とを研修

する.

第 5条 研修生には,原則として給与を支給しない.

第 6条 研修生の研修期間は1カ年以内とする.但し,必要ある場合は許可を得て延期

することができる.

第 7条 研修生が所定の研修を終了したときは終了証明書を交付することができる.

第 8条 研修生に成業の見込がないとき又は所長がその退所を必要と認めたときは,こ

れに退所を命ずる.

F. B #

会 合

昭和 43年 1月 4目 しごと初め (新年礼会)

9日 第 239回部長会会議

17日 抄読会

24日 〝
31日 〝

2月 7日 〝
14日 -〝
21日 〝
23日 第 240回部長会議

27日 第 241回 〝
28日 抄読会

3月 6日 〝
13日 〝
･ 第 242回部長会議
15日 第 158回三島遺伝談話会

26日 第 243回部長会議

27日 抄読会

〝 部長研究報告会
4月 9日 第 244回部長会議

19日 遺伝研一般公開

23日 第 245回部長会議
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4月 24日 抄読会

26日 第 159回三島遺伝談話会

5月 1日 抄読会

8日 〝
14日 第 246回部長会議

15日 抄読会

17日 第 160回三島遺伝談話会

22日 抄読会

28日 第 247回部長会議

29日 抄読会

6月 1日 新館増築工事落成式

5日 抄読会

12日 〝
15日 第 28回国立遺伝学研究所評議員会

18日 第 248回部長会議

19日 抄読会

26日 〝
28日 第 161回三島遺伝談話会

7月 3日 抄読会

10日 〝
16日 第 249回部長会議

17日 抄読会

19日 第 162回三島遺伝談話会

24日 抄読会

30日 第 250回部長会議

31日 抄読会

9月 11日 〝
17日 第 251回部長会議

18日 抄読会

20日 第 163回三島遺伝談話会

25日 抄読会

27日 三島遺伝談話会臨時例会

10月 1日 第 252回部長会議

2日 抄読会

16日 〝
18日 第 164回三島遺伝談話会

19日 定期健康診断
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10月 22日 第 253回部長会議

30日 抄読会

11月 5日 第 254回部長会議

6日 抄読会

13日 〝
19日 第 255回部長会議

16日 公開講演会 (於 国立科学博物館)

20日 抄読会

27日 〝
12月 3日 第 256回部長会議

4日 抄読会

11日 ■
17日 第 257回部長会議

18日 抄読会

24日 第 165回三島遺伝談話会

25日 抄読会

28日 しごと納め

主 な 来 訪 者 (敬称略)

昭和 43年

1月 23日 DASS,M.,ULLAL,S.R.,SI‡AF,S.

CentralSilkBoardMinistryofCommerce,India

u
ーE3∴

29 日 渋 谷 敬 三

3月 11日 SoBELS,F.H.

16日 LATARJET,R.

21日 ANOS,A.

5月 7日 RtJPER,E.A.

6月 4日 DASS,H.

8月

16-19日 FELSENSTEIN,J.

25日 SEARS,E.良.

JI SAlITE,H.H.
28日 BURDICX,A.忠.

29 日 ARSENIEVA,M.

文部省大学学術局

°ept.ofRadiationGenetics,StateUniv.of

Leiden,Netherland

Radiumlnstitute,France

CenterofCornBreeding,Nationallnstituteof

ResearchinAgronomy,Spain

TheRockefellerFoundation,U.S.A.

Canada°ept.ofAgricultureResearchBranch,
Canada

°ept.ofGeneticsInstituteofAnimalGenetics,

Scotland

Univ.ofMissouri,U.S.A.

BrookhavenNationalLab.,U.S.A.

BiologyDeptリAdelphiUniv.,U.S.A.

InstituteofDevelopmental Biology,U.S.S.R.
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8月 29 日 WILI.IAAlSON,D.

H PotJLSON,D.F.
〝 白 龍 均

30日 李雄穂 ･朴洞植

n BERNSTR6h(,P.A.
〝 BoROJEVIC,S.

n BROWN,D.F.
〝 CoRDEIRO,A.良.

H DALY,K.R.

Jr DUBOVSEY,J.

u ERIKSSON,T.R.

JI FRYl)ENBERG,0.
u GAMBLE,E.E.

n GARDNER,C.0.
A, GtJTZ,H.K.W.
n HANKS,G.D.

HoROVITZ,S.

JoRDAAN,J.P.

KASEA,K.J.

KEOSIIOO,T.N.

LINDQVIST,K.G.

MARIEi,R.A.

MATOUSEE,J.

〝 MAYO,G.M.E.

PhiladelphiaUniv.,U.S.A.

YaleUnivりU.S.A.

延世大学理工大学,韓国

SeoulUniv.,Korea

Hillesh6gSugarBeetBreedingInstitute,Sweden

FacultyofAgriculture,Univ.,ofNoviSad,Novi

Sad,Yugoslavia

°ept.ofBiology,Bishop'sUniv.,Canada

ZoologyResearchBldgリUniv.ofWisconsin,

U.S.A.

°ept.ofBiologicalSciences,Sam Fernando

ValleyStateCollege,U.S.A.

°ept.ofGenetics,KomenskfUnivりCzecho-

Slovakia

Tr)stituteof Physiological Botany,Univ.Of

Uppsala,Sweden

instituteofGenetics,Univ.ofAarhus,Denmark

°ept.ofCropScience,OntarioAgricultural

College,Univ.ofGuelph,Canada

°ept.ofAgronomy,Univ.ofNebraska,U.S.A.

GraduateResearchCenter,U.S.A.

°ept.ofMolecularandGeneticBiology,Univ.

ofUtah,U.S.A.

InstitutodeGenetica,FacultaddeAgronomia,

Univ.CentraldeVenezuela,Venezuela

°ept.ofGenetics,Univ.ofStellenbosch,Re･

publicofSouthAfrica

CropScience°ept.,Univ.ofGuelph,Canada

NationalBotanicGarden,India

Hillesh6gSuggarBeetBreedingInstitute,Sweden

Stationd'AmeliorationdesPlantes,EcoleNa-

tionaleSuperieure,Agronomique,France

LaboratoryofPhysiologyandGeneticsofAni-

mals,Czechoslovakia

°ept.ofGenetics,Univ.ofAdelaide,Australia

R RAJASEEARASETTY,M.R.
Dept.ofZoology,Univ.ofMysore,India
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8月 30日 RAS班tJSON,S.B.

N SosNA,M.

n SpRAGUE,L.M.

h, STEVENSON,H.Q.

h･ ToSSELL,W.E.

31-1日 BAND,H.T.

31日 EELING,U.H.

H Koop班AN,A.

n KRANZ,A.R.
n K缶NKEL,H.A.

Jr LACROUTE,F.C.

n OwEN,R.D.

〝 PASSARGE,E.
n PFITZER,P.

n ROBBELEN,G.P.

n ScHhlIEGER,H.

BiologicalInstitution,°ept.ofGenetics,Univ.

ofUnea,Sweden

°ept.ofPlantPhysiologyandGenetics,Insti-

tuteofExperimentalBotany,Czechoslovak

Academy of Sciences,Czechoslovakia

TheRockefellerFoundation,MedicalandNatu-

ralSciences,U.S.A.

°ept.ofBiology,SouthernConnecticutState

College,U.S.A.

AssociateDean,OntarioAgriculturalCollege,

Univ.ofGuelph,Canada

°ept.ofZoology,MichiganStateUniv.,U.S.A.

GesellschaftfiirStrahlenforschung,Germany.

Institute of Genetics,Univ.of Groningen,

Netherlands

InstituteofBotany,Univ.ofFrankfurt,Germany

Strahlenbiologischeslnstitut,UniversitatHam-

burg,Germany

LaboratoiredeGenetiquePhysiologlque,Insti-

tutdeBotanique,France

Division ofBiology,California Institute of

Technology,U.S.A.

InstitutftirHumangenetik,Germany

Pathologischeslnstitut,UniversitまtI)tisseldorf,

Germany

CytogeneticSection,InstituteofAgronomyand

PlantBreeding,Univ.ofG6ttingen,Germany

Gesellschaft Stir Strahlenforschung lnstitut

Microbiologie,Germany

BoGDANOV,Y.F. InstituteofMolecularBiology,Academy of

SciencesoftheUSSR,USSR

BoRZEKOVSEAYA,G.D.

InstituteofCytologyandGenetics,Siberian

Dept･ofAcademyofSciencesoftheUSSR,
USSR

DuBININA,LG･ InstituteofGeneralGenetics,AcademyofSci･

encesoftheUSSR,USSR
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8月 31日 GEODAXIAN,Ⅴ.A.InstituteofGeneralGenetics,AcademyofSci-

encesoftheUSSR,USSR

J, KIKNADY.E,I.Ⅰ. InstituteofCytologyand Genetics,Siberian

Dept.ofAcademyofSciencesoftheUSSR,USSR

u KoROCEKIN,L.I.InstituteofCytologyandGenetics,Siberian

Dept.ofAcademyofSciencesoftheUSSR,
USSR

u KozEIN,S.A. Dept.ofGenetics,BiologicalFaculty,Leningrad
StateUniv.,USSR

n KvITKO,K.V. LeningradStateUniv.,USSR

J, LEBEDEVA,L.I. rnstituteofCytologyandGenetics,Siberian

Dept.ofAcademyofSciencesoftheUSSR,

USSR

n LucHNIK,N.Ⅴ. Dept.ofBiophysics,InstituteofMedical Ra-

diology,AcademyofMedicalSciencesofthe

USSR,USSR

n LUcENIXOVA,E.M.Dept.ofGenetics,LeningradStateUniv.,USSR

d OGANESIAN,M.G.ⅠnstituteofExperimentalBiology,Academyof

SciencesofArmenianSSR,USSR

n PETROV,R.V. InstituteofBiophysics,AcademyofMedical

Sciences,USSR

n Pob(ERANTSEVA,M.D.

InstituteofGenetics,AcademyofSciencesof

theUSSR,USSR

" PRIJLINN,0.J. InstituteofExperimentalBiology,Academyof

SciencesofEstonianSSR,USSR

n RATNER,V.A. InstituteofCytology and Genetics,Siberian

Dept.ofAcademyofSciencesoftheUSSR,USSR

n RoNICEEVSKAYA,G.M.

lnstituteofCytologyandGenetics,Siberian

Dept.ofAcademyofSciencesoftheUSSR,USSR

n RuBIKAS,Ⅰ.P. InstituteofBiochemistry,AcademyofSciences

ofLithuanianSSR,USSR

n SEAE耶AZOV,V.G.

Dept.ofGenetics,Khar･kovStateUniv.,USSR

n SHEREDEKO,L.N.Ukranian Research lnstituteofAgriculture,

AcademyofSciencesofUkrainianSSR,USSR
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8月 31日 SxAVRONSKAYA,M.G.

AcademyofSciencesoftheUSSR,USSR
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9月

2-5日 BARIGOZZI,C.

2-3日 PETRAS,M.

2-3日 FosTER,M.

2-4日 AtJERBACE,C.

3日 RIZXI,T.M.

3日 SUzUKI,D.T.

3-5日 KIXBAI.i,R.F.

3-5日 SoBELS,F.H.

4日 DoNN,S.J.

u FIBZEARLE,M.

n NIDDER,R.

4-5日 WoLF,B.E.

5日 OFTEDAL,P.

b･日 SENGBUSCE,P.V.

AllUnionInstituteofTobaccoandMakborka,

SukhumiExperimentalStation,USSR

InstitutediGenetica,Univ.diMilano,Italy

°ept.ofBiology,Univ.ofWindsor,Canada

°ept.ofZoology,Univ.ofMichigan,U.S.A.

Univ.ofEdinburgIl,InstituteofAnimalGe-

netics,U.K.

°ept.ofZoology,Univ.ofMichigan,U.S.A.

°ept.ofZoology,Univ.BritishColumbia,Canada

BiologyDivisionOakRidgeNationalLabora-

tory,U.S.A.

°ept.ofRadiationGeneticsUniv.ofLeiden,

Netherland

°ept.ofCytogeneticsUniv.ofToronto,Canada

°ept.ofZoology,Univ.Toronto,Canada

°ept.ofEnglish,Univ.ofToronto,Canada

lnstitutftirGenetikFreienUniv.,Germany

NorskHydrosInstituteforCancerResearch,

Norway

Max-PlanckJnstitut,Germany

5-7日 CflOWD王IURY,S.N.SericulturalExperimentStation,India

9日 VoGEI.,F.,S(〕ELEIBRhlACEER,E.

10日 MIJXAI,T.

11日 ScEADE,H.

13日 CROW,∫.F.

13-26日 PETRAS,M.

11月 12日 HADDERS.G.

TnstitutftirAnthropologieundHumangenetik

derUniv.Heidelberg,Germany

°ept.ofGenetics,NorthCarolinaStateUniv.,
U.S.A.

InstituteofHumanGenetics,Univ.ofDus-

seldorf,Germany

Laboratory ofGenetics,Univ.ofWisconsin,

U.S.A.

°ept.ofBiology,Univ.ofWindsor,Canada

InstituteforForstImprovement,Sweden
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(1) 受 賞

国立遺伝学研究所年報 第 19号

G. 職鼻の受賞等

受賞年月日

43.5.30 学 士 院 賞 日本学士院 集団遺伝部長 木 村 資 生

(2) 栄 誉 等

(3) 表 彰

文部大臣から永年勤続者として次のとおり表彰された.

表 彰 年 月 日

昭和 43.ll.23

官 職

文部事務官･庶務部長

氏 名

大 谷 内 亨

付

1. 財団法人遺伝学普及会

歴 史

昭和 22年 5月財団法人遺伝学研究所の設立をみたが,国立遺伝学研究所が設立される

におよび,その寄付行為をあらため遺伝学普及会とし,もっぱら遺伝学普及事業を行なう

ことになった.

役 員

理 事 長 木原 均

常務理事 田島弥太郎,大島長造

理 事 篠遠善人,和田文吾,松永 英

事業概況

雑誌 ｢遺伝｣編集,毎月1回東京または三島で編集会議を開く.遺伝学に関する学習用

プレパラ-ト配付,遺伝学実験用小器具の改良,新考案の製作,配付,幻燈用スライドの

製作,配付,遺伝学実習小動物および植物の繁殖および配付.

2.全国種鶏遺伝研究会

全国の有志種鶏家によって組織された任意団体で,ニワトリの育種に関する最新知識の

普及と交換を図り,それらを実際育種に応用して,育種をより効果的に進めようとの目的

から,年 1回程度の研究討論会を開催.
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